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「新しい価値」
　DO-IT Japanは，国連障害者権利条約に日本が署名した年と同じ2007年に開始されました。開始の当初から，DO-ITが必要性を訴え続けた「合理的配慮」は，多くの人に知られていない言葉でしたが，制度化された今年，広く世間に知られるようになってきています。開始から10年間，かつて教室での学びや受験からも排除されていた障害のある子どもたち・若者たちが，合理的配慮の前例となることをDO-ITは支えてきました。現在も，彼ら彼女らが学びから排除される事例は決してなくなってはいません。しかし，確実に「空気が変わった」ことを感じています。DO-ITはその最初の一矢となることで，当初の目的は果たすことができました。小中高での特別支援教育に加え，大学での障害学生支援も全国で着実な広がりを見せています。そして10周年を迎えた今年，胸の内で考えていたことは，DO-ITをやめるべき時はいまかもしれない，ということでした。
　そして迎えた10周年記念の夏季プログラム直前，相模原の事件が起こりました。まさに思いも寄らぬところから，私たちの人生のすぐ真隣に，人間の生命を序列化し尊厳を踏みにじる排除が渦巻いていた事実が，視界に突然覆い被さってきたようでした。合理的配慮などという，ただの当たり前に過ぎないことで，DO-ITが何かのゴールに至った気になっていた浅薄さを恥じました。この地点を越え，私たちはその先に歩みを進めなくてはならなかったのです。足下を見つめ直せば，生命の尊厳の否定は，貧困と格差の拡大，人口減少と超高齢社会，地震や天変地異，戦争とテロリズムなど，現代社会の至る所にある問題を種として生まれています。
　この10年，私たちは，分断と排除を超える切り口として「障害」を捉え，歩みを続けてきました。学びの場という小さな場所で受けた排除も，そのとき子どもだった彼ら彼女らには，無限の壁に感じられたでしょう。しかし，彼ら彼女らはその壁を誰かとともに超え，排除と配慮を障害の視点から捉えることができる人たちとなりました。次の世代には，障害のある彼ら彼女らとともに，分断を超える新しい価値を生み出す営みが必要です。
　DO−IT Japanは，障害のある子どもたちや若者たちの合理的配慮を支えるだけの存在であることをやめます。次の10年，DO-IT Japanは多様な価値観と社会的排除を超える取り組みが集うハブとなることを志向します。その中心に，障害のある子どもたちや若者たちが立ち，新しい価値を生み出すエンジンとなることを，DO-IT Japanが支えること，それを新しいミッションとしていきます。DO-IT Japanの次の10年に，どうぞご期待ください。
DO-IT Japan ディレクター 近藤武夫
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4ページ DO-IT Japanの3つのプログラム
DO-IT(Diversity, Opportunities, Internetworking and Technology)Japanは、障害のある学生の中から、将来のリーダーとなる人材を養成することを目的としたプログラムです。 DO-IT Japanは、大きく分けて3つのプログラムから構成されています。

・Scholar Program (スカラープログラム)中学生、高校生・高卒生、大学生・大学院生対象 

・PAL Program(パルプログラム) 小・中学生とその保護者、高校生・高卒者、大学生・大学院生対象

・School Program(スクールプログラム)学校、教員対象

情報を広く届け、最新のテクノロジーと教育を通じて、 障害のある学生をエンパワメントし、障害のある学生の可能性を最大化します。
【各プログラムの説明】（図）
・Scholar Program メインプログラム
 全国から選抜された障害や病気のある中学生、高校生・高卒生、大学生・大学院生の中から、将来の社 会のリーダーとなる人材を養成することを目的としたプログラムです。選抜を受け、プログラムに参加し た学生は「スカラー」と呼ばれ、テクノロジーの活 用を中心的なテーマに据えた様々なプログラムに参加することができます。

・PAL Program 情報提供 

テクノロジーを活用した学びの保障について学ぶ機会を、できる限り多くの、困難を抱える学生に届けることを目的としたアウトリーチ・プログラムです。 多様な障害を原因として、学びの困難を抱える小・ 中学生とその保護者、高校生・高卒者、大学生・ 大学院生（本人） であれば、誰でも登録できます。

・School Program 環境整備 

障害のある学生たちの社会参加を支援・促進する活動をDO-IT Japan協力企業の方々と拡げていくための枠組みとしてスタートしたプログラムです。学校に対してテクノロジーやサービス、支援に関するノウハウを届けることで、配慮ある社会環境の整備を支援することを目的としています。
5ページ （1）10年目のDO-IT Japan
2007年から始まった、障害のある学生の進学と就労への移行支援を通じたリーダー養成プロジェクト「DO-IT（Diversity, Opportunities, Internetworking and Technology） Japan」が、今年で10年目になりました。DO-IT Japanは、障害のある子どもたちに「障害の理解」「自己決定」「テクノロジーの利用」「自己権利擁護」について学ぶ機会を提供し、過去に前例のなかった教育機会の保障を参加者とともに作り上げて来ました。DO-IT Japanが歩んできたこれまでの道のりを振り返ります。
【写真：夏季プログラム参加者の全体写真】
DIVERSITY, OPPORTUNITIES, INTERNETWORKING& TECHNOLOGY

6ページ、7ページ DO-IT Japanの歩み
【リード文】
DO-ITの活動は拡大し、小学生から大学生までの児童生徒・学生が集まり、テクノロジーの利用や障害をテーマとした講義やディスカッション、ワークショップに参加しています。これまでの10年は、学びへの参加を保障する環境整備と先行事例の創出、障害の理解、ICTの活用、自己決定やセルフ・アドボカシーの育成など「学びの環境をつくる」時代でした。これからの10年は、学びを終えた後の社会に独自の価値を生み出す人を育てられる、また価値を作っていく人を力づける場としての「新しい価値をつくる」時代へシフトします。
【DO-ITについてのまとめ】
・これまでの10年：「学びの環境をつくる」
学びへの合理的配慮をする
障害の理解、ICTの利用、自己決定やセルフアドボカシーを育成する
・これから：「新しい価値をつくる」
社会に独自の価値を生み出す人を育てる10年へ
【運営体制（五十音順）】
・2016年度
主催
DO-IT Japan、東京大学先端科学技術研究センター

共催
ソフトバンクグループ（株式会社エデュアス、ソフトバンク株式会社）、日本マイクロソフト株式会社、富士通株式会社

特別協力
全日本空輸株式会社（ALL NIPPON AIRWAYS CO., LTD）

協力
イースト株式会社、一般社団法人世界ゆるスポーツ協会、NPO法人サイエンス・アクセシビリティ・ネット、沖電気工業株式会社、オリンパス株式会社、株式会社京王プラザホテル、株式会社トヨタレンタリース東京、フォナック・ジャパン株式会社

後援
厚生労働省、文部科学省
・これまでにDO-ITを支えてくれている共催・協力企業
共催
KCJ GROUP株式会社

協力
旭洋鉄工株式会社、アジアがんフォーラム、カゴメ株式会社、株式会社アドバンスト・メディア、株式会社アクセスインターナショナル、株式会社東芝、株式会社日立ソリューションズ・クリエイト、株式会社マガジンハウス、株式会社ヤクルト本社、株式会社ライフデザイン、ケージーエス株式会社，相模原療育園、資生堂株式会社、日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク（PEPNet-Japan）、文化服装学院、毎日新聞社

【図の説明】2ページ見開き。左から右に年度を記載。各年度の「スカラー数」、「プログラムの来歴」、「前例のなかった配慮事例」、「制度背景」を記載。
スカラーの参加人数
2007年：12人
2008年：23人
2009年：32人
2010年：46人
2011年：61人
2012年：74人
2013年：88人
2014年：105人
2015年：112人
2016年：125人
プログラムの来歴
2007年：スカラープログラム開始：大学進学を目指す高校生・高卒者
2011年：スカラープログラム：対象者拡大:小・ 中学生を追加

2013年：Schoolプログラム開始

2014年：Kidsプログラム開始
2015年：スカラープログラム：対象者拡大:大学生・大学院生を追加

2015年：Kidsプログラム名称変更、対象者拡大
過去に前例のなかった配慮事例
・2007年：配慮申請の事例 (1)

肢体不自由(筋ジストロフィー)のある生徒が、大学入試センター試験と、国立大学の一般入試において、キーボード入力による解答用紙の記入を認められた。
・2009年：配慮申請の事例 (2)

高次脳機能障害により、半側空間無視による無視性のディスレクシアのある生徒が、大学入試 センター試験でPCによる音声読み上げを申請するが認められなかった。ただし、1.3倍の試験時間延長を認められた。
・2010年：配慮申請の事例（3）
肢体不自由（脳性麻痺）のある生徒が、大学入試センター試験及び筑波大学の一般入試において、数学入力ソフトを用いて受験することが認められた。
・2011年：配慮申請の事例（4）
書字障害のある生徒が、鳥取大学のAO入試における小論文試験で、ワープロを用いて受験することが認められた。
・2011年：配慮申請の実例（5）
ディスレクシアのある生徒が奈良県の公立高校の入試において、PCによる音声読み上げを申請するが認められなかった。ただし、代読が認められた。
・2012年：配慮申請の事例 (6)

肢体不自由（脊髄損傷による両腕の麻痺）のある生徒が、数学（及びそれ以外の物理・化学でも）、1.5倍の試験時間延長、代筆でセンター試験と、筑波大学の一般入試を受験した。
・2015年：配慮申請の実例（7）
大学入試センター試験で、ディスレクシアのある生徒が、PCによる音声読み上げを申請するが認められなかった。ただし、代読での受験が認められた。
・2015年：配慮申請の実例（8）
神奈川県の公立高校の入試において、書字障害のある生徒がキーボードを利用して5教科の受験が認められた。
制度背景
2007年：国連障害者権利条約に日本政府が署名
2011年：障害者基本法が改正され「合理的配慮」が登場
2012年：中教審「インクルーシブ教育システム」報告、高等教育での配慮「就学支援検討会1次まとめ」報告
2013年：障害者差別解消法の成立、障害者雇用促進法の改正（雇用での合理的配慮の義務化）
2014年：国連障害者権利条約の批准
2016年：障害者差別禁止と合理的配慮が法的義務化（差別解消法と雇用促進法の施行）
8ページから11ページ 学校や働く場における配慮の申請の実例
【リード文】
自分で読んだり書いたりすることが苦手でもテクノロジーを使えば皆と同じカリキュラムで学んでいくことができるとDO-ITは考えています。しかし、テクノロジーがあればすぐに実現できるわけではありません。スカラーたちがどのように今の自分の学ぶ・働く環境をつくってきたかの実例を紹介します。

ジュニアスカラーが学ぶ環境（8ページ、9ページ）
タブレット PC を教室の中で紙と鉛筆の代わりとしてふでばこのように使うスカラーが増えています。自分の学びやすい環境は、タブレットがあるだけでは、実現しないでしょう。いくつかの準備も必要です。このセクションではジュニアスカラーたちの学びの環境を紹介します。

〈13ジュニアスカラー〉 菊田 有祐、中学２年生、通常学級在籍
タイトル：通常学級や定期試験においてパソコンを活用
　中学3年生の菊田さんは読み書きに苦手さがありますが、特に「書き」について小学生の頃から大きな苦手感を抱えています。そんな菊田さんは、現在、中学校の通常学級に所属し、パソコンを使って授業やテストを受けています。

　菊田さんの学習環境の特徴は、別室ではなく通常級の中でテクノロジーを活用して試験を受けているということです。通常級で他の生徒と同じように試験を受ける環境を作るためには、パソコン以外にもいくつかの機器が必要になります。
　通常の授業の時からテストの時まで、菊田さんは学校でいつも3つの機器を持ち歩いています。１つ目は「タブレット型パソコン」です。キーボード入力で、授業のノートをとったり、テストの回答をしています。２つ目は、配布物やテスト用紙等をパソコンに取り込むための「スキャナ」です。そして３つ目は、パソコン内で作成した提出物をプリントアウトして提出するための「プリンタ」です。

　テストの時は、配布された解答用紙をまずスキャナでパソコンに取り込み、パソコン内のMetamoji Noteというソフトを使って解答用紙にタイピング入力で書き込んで行きます。終了後プリントアウトして、他の生徒と同じように先生に渡すという流れで取り組んでます。スキャナとプリンタは、最近ではとても小型の物が出回っており、持ち運びも苦になりません。どちらも、菊田さんが自分で選んで購入したものです。このような道具を駆使することで、通常級での定期試験の受験が実現しています。

　その他にも、菊田さんは先生にお願いをして、試験の時には必ず１人、先生についてもらうことにしています。理由は、不正をしていないということを、その場にいて確認してもらうためです。また、席も一番後ろの端に座らせてもらってます。機械の操作音が、他のクラスメイトの邪魔にならないようにと本人が希望して、その座席配置になりました。
　このような本人のクラスメイトへの配慮もあり、特にトラブルが起きることなく、菊田さんは順調に機械を使って勉強しています。普段の授業の時からノートをとる時は必ずパソコンを使っているので、学級の中でもそのような光景が馴染んでいるようです。
〈14ジュニアスカラー〉 川勝元喜、中学２年生、通常学級在籍
タイトル：通常学級においてパソコンをノートテイクや試験の回答に活用
　書き障害とADHDのある中学２年生の川勝さんは、通常級に在籍し、週に１回通級指導教室での指導を受けています。中学１年の途中からクラスでパソコンを使うことが認められ、ノートテイクに活用しています。テストでは、長い文章を手書きすることが難しいため、15文字以上の記述問題において、パソコンでの回答が認められています。

　鉛筆を使って文字を書くことが難しい川勝さんですが、実は読むことに関しても辛さを感じていました。長い文章になると時間がかかってしまいますし、英語は目で見て読んでも内容がわかりません。しかし、パソコンの音声読み上げ機能を使って、耳から書かれている文章の情報を取り入れると、その辛さが解消できることがわかってきました。
　川勝さんは、通級指導教室の先生に相談し、通級指導教室で文章の代読（第三者が横で読み上げる方法）をしてもらって、音声での補助がどれくらい有効なのかを試しています。家庭では、パソコンの音声読み上げ機能を使って積極的に耳で情報を補い、英語の勉強に取り組んでいます。
　来年は受験生の川勝さん。獣医になるという夢に向かって、自分の勉強の仕方と必要な配慮を通級指導教室の先生とともに検討しています。
〈13ジュニアスカラー〉 笹木瑞希、小学6年生、特別支援学級在籍
タイトル：特別支援学級、通常学級の学びでタブレットを活用
読み書き障害があり、特別支援学級に在籍している小学６年生の笹木さん。国語と算数は特別支援学級で、それ以外の科目は通常学級で授業を受けています。6年生からは、国語・算数でも単元によっては通常学級で授業を受けるようになりました。

　現在、笹木さんが受けている支援は、①授業中のiPadの使用、②テスト問題のルビふり、③宿題でのiPad利用の3つです。iPadは、特別支援学級でも通常級学級でも、本人の必要に応じて自由に使っています。手書きする際は、国語の漢字問題を除いてひらがな解答でも○をもらっています。通常学級で学んでいる科目については、通常級のクラスメイトと一緒に、同じ内容のテストを受け、成績も同じ評価基準でつけてもらっています。

　笹木さんは、小学校入学時は通常級の在籍でした。しかし、1年生の終わり頃になっても、文字が書けるようになりませんでした。そのために宿題もできなかったため、通級指導教室の利用を開始しました。3年生からは、特別支援学級に在籍を変更し、国語と算数は特別支援級で、それ以外の科目は通常学級で学ぶという支援がスタートし、4年生からiPadを使って授業を受けるようになりました。iPad使用についての協議は、校長、特別支援学級の担任、通常学級の担任、特別支援コーディネーター、教育委員会の担当者等が一度に揃い、笹木さんの困難さを解消するための使い方について検討がなされました。特別支援学級の在籍なので、学校では彼女に支援が必要なことは周知の事実であったことや、教員たちが彼女の困難さについてある程度理解していたことが、このような協議の場を持つのに有効だったと考えられます。この協議によって、学校としての機器利用を含めた支援のスタンスが決まったので、その後の支援の調整や変更については、その都度特別支援学級や通常学級の先生方に相談して行っています。
　現在は、中学進学に向けて進学先の中学校と支援の内容について話し合いを進めているところです。笹木さんは、中学では通常学級の在籍を希望し、今まで通りの支援を受けたいと考えています。小学校からの引き継ぎもあり、機器の利用は許可される見込みです。
スカラーの教室や入試、職場におけるテクノロジーの活用や配慮申請の実例（10ページ、11ページ）
〈15スカラー〉 桂川笑果、高校卒業資格も取得できる服飾系の専門学校1年生
■自分の障害の説明と気づき
中学2年生のときに読み書きに強い苦痛を訴えたことにより、読み書きのアセスメントを実施。読み書きに著しい困難があることがわかる。

【読み書きのアセスメント】
URAWSS（Understanding Reading and Writing Skills of Schoolchildren）」

読み書きの速度を調べ、学年平均と比べることができる
STRAW（Screening Test of Reading and Writing for Japanese Primary School Children）

読み書きの正確性を調べ、学年平均と比べることができる
読み書きを代替するため、タブレットPCの使用を開始する。

【読み書きの困難な状態と補う代替手段】
・文字が重なって見える、本を何度も読み返さないと内容が理解できない⇒音声読み上げ機能の利用
・鏡文字がある、漢字や英単語が何度勉強しても思い出して書き表わすことが難しい⇒ワープロの利用
・四則演算の暗算や九九を、何度勉強しても流暢に行うことができない⇒電卓の利用
DO-IT Japanの活動を知り、2015年スカラープログラムへ応募。15スカラーとなる。

■高校受験までの流れ
デザインや服飾への強い興味関心から、高校卒業資格も取得できる洋裁系の専門学校の受験を希望する。
中学3年生の夏に、高校へ入試の実施方法、及び、入学後の学習環境の相談を行う。

その際、自分の困難の様子とそれを代替する手段があることを伝えるため、書類や普段学習で使用しているノートパソコンを用いて、高校側に説明を行う。
・読み書きのアセスメントの結果
・診断書
・読み書きを代替するパソコンの活用方法の説明・デモ
＊パソコンの音声読み上げ機能を使って耳から情報を取り入れている様子を見せ、耳から聞くことで、素早くで正確に、文章の内容を理解することができることを伝えた。
＊タイピングで文字入力する様子を見せ、同学年相当の速度でタイピングができることを伝えた。
⇒自分の読み書きの困難な状態と困難な状態を代替手段を用いて補えていることを伝えた。
その結果、以下の配慮が認められる。
・パソコンの読み上げ機能を利用した問題文の読み上げ（＋ハイライト機能）
・パソコンのワープロ機能を利用した解答
・計算機の利用
・マークシートの代筆
■試験実施
受験科目（筆記試験）：国語、数学、作文、面接
上記決定した配慮を得て受験、合格する。
■現在の学びの様子
学習に必要な教科書は、AccessReading（※1）から提供された電子データを利用。

学習環境は、入学試験と同様に配慮を得て、授業中、宿題、試験を受けている。
・パソコンの読み上げ機能を利用した問題文の読み上げ（＋ハイライト機能）
・パソコンのワープロ機能を利用した解答
・電卓の利用
・教科書の電子データの利用（AccessReadingから提供された電子データ）

・定期提出ドリルの電子データの利用（AccessReadingから提供された電子データ）

・マークシートの代筆
（※1）AccessReading／東京大学先端科学技術研究センター・人間支援工学分野と大学図書館が共同で運営しているオンライン図書館（URL： https://accessreading.org/ ）
■感想
初めて皆と同じラインにたって勉強をしたり試験を受けたりすることができるようになりました。初めて成績表が届いて、どきどきして見ました。学校でも理解していること、表現していることを評価されて、自分の実力がわかって、今はとても嬉しいです。
■写真説明：デニムのワンピース
私が作った作品です。襟と袖をデニムの耳をはさみ、ポケットがプリントしてある布に実用的なポケットを使い、どれが本物か偽物かわからない面白いワンピースにしてみました。刺繍やボタンをつけてデニム感を表しました。ちなみにこの作品は、独創的なデザインで色々工夫してあるので優秀な作品として校内に展示されました。
〈15スカラー〉八巻真哉、働くスカラー
■自分の障害の説明と気づき
網膜色素変性症による視覚障害（中心視野欠損による文字認識の困難あり）がある。
国立大学・医学部在籍中に障害が発覚・進行し、大学を中退する。その後、就職。
■大学受験までの流れ
2014年の夏に、DO-IT Japanの活動を知り、国立大学（医学部）への再度の進学を希望する。

2015年スカラープログラムへ応募。15スカラーとなる。

2015年の9月に、大学入試センターへ以下の書類を用意して、配慮申請を行う。

【求めた配慮申請の内容】
・時間延長
・パソコンの読み上げ機能を用いた問題文の読み上げ
・ワープロ解答の実施
【提出した書類】
・診断書
・読み書きのアセスメントの結果
＊「URAWSS（Understanding Reading and Writing Skills of Schoolchildren）」を用い、読み書きの速度を調べた。

その際、各課題の文字のサイズを、3種類用意し、文字サイズでどの程度読み書きの速度が変わるかを調べた。

1）通常のURAWSSの課題に使われている文字サイズ（書き課題：14ポイント、読み課題：10.5ポイント）

2）大学入試センターで配慮事項としてあげられている文字の最大拡大率（22ポイント）

3）日常、パソコンの文字を読むときに使用している文字サイズ（50ポイント）

その後、4）文章の代読を行い、耳から情報を取り入れた際の、読み書きの速度を調べ、代読での情報保障が代替手段となりうるかを調べた。

⇒文字サイズを変更した場合、どのサイズも実施不可〜小学一年生の読み書きの速度を下回る結果となり、文字の拡大のみでは受験は不可能であることがわかる。
代読を行った際の結果は、本人が目で見て情報を得た際の書き速度を上回り、成人の読み書きの速度（※2）と同程度であることがわかる。

（※2）成人の書字速度

江田裕介・平林ルミ・河野俊寛・中邑賢龍（2012）特別支援学校（知的障害）高等部に在籍する生徒の視写における書字速度と正確さ. 特殊教育学研究，50(3), 257-267.

■大学入試センター試験の配慮事項で以下の配慮が認められる。
・代読での問題文の読み上げ
・問題文の拡大（22Pt）

・拡大読書機の持ち込み及び使用
・スタンドライトの持ち込み及び使用
・チェック解答
・時間延長（全教科：1.3倍）

※パソコンの読み上げ機能を利用した問題文の読み上げ、ワープロ機能を利用した解答は不可となった。
センター試験を決定された配慮を受けて実施。
二次試験は、体力の影響で受験を行わなかった。
現在、一般企業の店舗スタッフとして働いている。
■感想
代読を認めてくれたとき、自分が試験をうけることができる、視覚障害で音声で受験をする初めての前例ができた、と嬉しかった。しかし、やはりパソコンの読み上げ機能を利用したかった。実際に代読で試験を受けた場合、担当者は代読を行ってくれるが、時間が立つごとに声は聞き取りづらくなり、読む速度は遅くなり、読み上げることに相当な時間を使っていた。
耳から情報を取り入れて試験を解くことはほとんどできず、全教科、最後の問題までたどり着くことはなかった。また、試験前に、何度も配慮内容の確認の連絡が入り、受験勉強に時間や気持ちを向けるような環境ではなかったように感じる。働く場では、最初に自分の困難さについての説明と、どんな方法や配慮をもらえれば仕事ができるかついて説明を行った。上司や同僚からは、このようにやってみないか、必要なときは周りの人に声をかけて、など、働ける方法を一緒に提案でき、充実して仕事に取り組むことができている。学びの場である大学の門も、同じように広く開いてほしいと願う。
〈07スカラー〉森島沙央梨 働くスカラー
DO-ITにも初代からずっと関わってくれている富士通株式会社に入社して、今年1年目です。ソフトウェアの開発の仕事をしています。

私の障害は、聴覚障害です。感音性難聴で音を聞くことも難しいのですが、何をしゃべっているかを聞き取るのがすごく難しい障害です。主に困るのは、コミュニケーションの部分かなと思ってます。私が積極的に、分からなかったら聞いていけますが、大人数でミーティングをしている時、いかに流れを切らずに内容にキャッチアップしていくかがすごく難しいと感じています。それを解決するために一番必要なのは、会議とかに出る前に、いかに周りの人に自分のことを知っておいてもらうことかなと考えています。
DO-ITに入って、それまでは難聴学級には通わず、普通学級でずっとやってきたので、自分が障害者だという認識はあまりなく、周りの障害者はもっとすごくたいへんだと。自分の力でなんでもできると思っていたのですが、DO-ITに参加して、若干、ちょっと違うんだよなと思っていたところ、もっと自分でできないところは、どうしてできないのか、どうやったらできるようになるかをしっかり自分の経験としてためていって、言葉で相手に伝えるようになることが大事だと気づきました。それが実りだったかなと思います。
12ページ DO-IT Japanのコンセプト 自己決定と事故権利擁護
【図の説明】中心に児童生徒・学生を起き、上・下に学生の行動、左右に行動を支える事項を記載する。
（中心）児童生徒・学生
（上）〈自己決定〉本人自身が学びたいこと、達成したい目標
↑
活用する（獲得した代替機能）
（左）代替する機能の獲得
扱う：アクセシブルな教科教材・オンライン教材
作る：非デジタル教材（アクセシブルではないもの）の電子化
（右）代替する機能の獲得
読む：代読、音声読み上げ機能、録音図書、電子データ
書く：代筆、キーボード、音声入力、録音、カメラ
計算する：計算機、数式入力、筆算支援の使用
考えをまとめる：概念マッピング、アウトラインエディタ
聞く：補聴システム、録音
話す：音声読み上げ機能
（下）〈自己決定〉説明する、事故権利擁護する
↓
教職員や他者等
（左）測る：困難の状況に関する客観的アセスメントを受ける、行う、説明を受ける
【文章】
DO-IT Japan が大事にしているコンセプトは「自己決定」と「自己権利擁護(セルフ・アドボカシー)」です。

学びたいことや達成したい目標は、自分自身が決定権を持っています。障害のある児童生徒・学生たちには、自己決定が尊重され、周囲から訊ねられる経験が必要です。自分が学ぶために必要な方法を、 多様な方法から選択するのも自分自身。周りに伝えたいことや求めたい配慮の内容を考えることも、自分自身が決定権を持っています。DO-ITプログラム中では、ちょっとした生活の場面場面から、自己 決定し、責任を持つ機会を設けています。自己決定についてチャレンジして失敗することもまた、大きな学ぶ機会であると考えています。
また、学んだり生活する上で、自分が必要とする配慮は、遠慮せず必要だと求める権利があることについても学びます。周囲からの助言はもちろん、必要な配慮や支援は、自分から周囲に求めて良いものということを、仲間たちと共に実感を持って感じ、実際に自ら求めていく(セルフ・アドボカシーを行う) 機会を設けています。夏季プログラムムの全体を通じて、また期間中に行われる一般公開シンポジウムに 参加して、スカラーが周囲や社会に対して配慮を求めたり自らの意見を発信することは、障害のある人もない人もともに、また社会的な立場や意見が異なる人々、そして様々な困難のある人がともに生きるためには、どのような社会のあり方を目指すべきかを考える機会となっています。
13ページ （2） スカラープログラム
【リード文】
DO-IT Japanのメインプログラムであるスカラープログラムは、障害や病気のある小中高校生・大学生の高等教育への進学とその後の就労への移行支援を通じ、将来の社会のリーダーとなる人材を育成するため活動を行っています。プログラム内容は「テクノロジーの活用」を中心的なテーマに据え「セルフ・アドボカシー」「障害の理解」「自立と自己決定」などのテーマを掲げています。今年は、スカラーとジュニアスカラーが同じプログラムに参加。アコモデーション受講生として選ばれた16名は、スカラープログラムの一部のテクノロジー講義とコンカレントセミナーに一部参加し、多様性について学びました。
写真：スカラーと先端研のキャンパス
14ページから21ページ 夏季プログラム
【リード文】
今年選抜されたのは、中学生から大学生までの8名のスカラーたち。出身地も学年も障害も様々な彼らたち。夏季プログラム参加に先立ち 7 月の毎週金・土曜日にインターネットを通じ「テクノロジーやインターネットの活用方法」「自分自身の障害と求める配慮の説明の仕方」「高等教育機関での障害のある学生への配慮の現状」を知る事前オンライン会議（プリプログラム）に参加！東大先端研でそれぞれのスタートを切りました。
プログラム1日目 8月7日〈日〉
・13時 レセプション・プログラムガイダンス
スカラー同士が初めて実際に顔をあわせる最初のプログラム。ディレクターの近藤より、DO-IT Japanが目指す未来の社会について、エールを込めたメッセージが送られました。

・15時 トークセッション：自立と依存
「自立」とは一体何なのでしょうか。「自立している」ことの反対は「依存している」ことであり、悪いことなのでしょうか。熊谷は「依存症とは何かに依存する病ではなく、依存先が得られない病だ」と語りかけます。起きてしまった相模原の悲しい事件についても紐解いていきます。「時計の針が戻るような恐ろしさを感じるかもしれないけれど、時計の針が一度も進まなかった当事者がたくさんいるという事実を認識すべき。「誰もが『不安だよね』と素直に伝え合って、『じゃあどんな社会をつくればいいのだろうか』と議論することが求められている」という言葉がスカラーたちに向けられました。
・16時半 移動・ホテルチェックイン
次の予定は、ホテルでの楽しいパーティ。存分に楽しめるように心も時間も余裕を持ちたいものです。公共交通機関をうまく利用したり、周囲に支援を依頼をしたり、身近なテクノロジーを活用したり ･･･ 先の予定を考慮し、自ら考えたプランで移動しました。また、支援ニーズや移動ペースが違う仲間との移動は、自らの困難や社会サービスのあり方について気づくきっかけとなりました。
・18時半 アイスブレイク ／星加良司（東京大学）、奥山俊博・蔵本紗希（DO-ITスタッフ）
15ページ プログラム2日目 8月8日〈月〉
【リード文】大学講義体験・研究室見学
東京大学先端科学技術研究センターで世界最先端の研究をされている先生たちの研究室へ訪問！最先端の研究を、実際に「見て」「触って」「ディスカッション」する、リアルな大学の授業を体験しました。その際、自分が学ぶために必要な配慮を講師に説明したり、授業中にテクノロジーを活用したりするなど、大学進学後の学習に必要になることを実体験を通じて学びました。
・10時 大学講義体験・研究室見学：量子情報物理工学分野 中村・宇佐見研究室
山崎歴舟 助教

量子力学の原理に基づいた新しい情報処理・通信・高精度計測などを目指す量子情報科学の発展に、物理と工学の側面から取り組んでいる研究室。実験室には、液体窒素やヘリウム、そしてたくさんのパソコンや実験器具たち！量子についてわかりやすく説明いただいた後、情報を操る様々な方法を実体験させていただきました。スカラーたちに、学ぶ、考える楽しさを体験させていただきました。
・10時40分 大学講義体験・研究室見学：生命知能システム分野 神崎研究室

安藤規泰 特任講師

脳科学の工学的応用や次世代の医療技術を切り開くべく生物学・工学・情報学を総動員して脳の仕組みについて探求されている研究室。研究室の概要をご紹介いただいた後、実際に研究室で昆虫の脳を顕微鏡で観察したり、最新の遺伝子工学の技術を用いた匂いセンサの開発を実物やビデオを見せていただきました。小さなカイコが宇宙のような可能性を持っていることに驚いたり、実際に働く研究室スタッフとの意見交換、匂い源探索ロボットが実際に動く様子にスカラーたちは驚きの連続でした。
・11時半 キャンパスランチ
・13時 ディスカッション：配慮の求め方を考える：合理的配慮とは
自分の抱える困難は何なのでしょうか？どのようにすれば自分がやりたい活動が楽にできるのでしょうか？プリプログラムで作成した自分自身の困難と必要な配慮についてをまとめた資料を手に、参加者に向けてプレゼンテーションを行い、大学進学後に周囲にどのように支援を求めていくかについて議論を行いました。同じ障害でもそれぞれのニーズや配慮の求め方があることを知ったスカラーたち。大学生チューター、アドバイザーからの意見が議論を更に膨らませました。
・16時半 アクティビティ：遊ぼう！ゆるスポーツ！
澤田智洋（一般社団法人世界ゆるスポーツ協会）
ボールを投げることができないから、目が見えないから…スポーツは皆と一緒にできない。そんなことはない！と教えてくれるゆるスポーツ協会の澤田さん。年齢・性別・運動神経に関わらず、だれもが楽しめるスポーツを開発されています。新しいルールがあっても、スポーツは白熱したり、反対に止まってしまったり。相手に伝えるべき自分の配慮はなんだろう。一緒にチームとして動くためにはどんな声かけが必要だろう。平等と公正について考えさせられる時間でした。
16ページ・17ページ プログラム3日目 8月9日〈火〉
【リード文】日本マイクロソフト株式会社 品川本社
読むことや書くことに困難がある場合、教室での勉強や入試で、皆と同じ方法では自分の持っている力を発揮しきれていない可能性があります。パソコン等のテクノロジーは、日常生活でいつも私たちを助けてくれる大切なパートナーとなり、身近な存在となりました。DO-IT Japanを2007年の開始時から共催している日本マイクロソフト株式会社の品川本社を訪問。教育やビジネスの現場で使用されている最新のテクノロジーの利用方法を知り、自らの学習や生活に活用する方法を学びました。

※それぞれのニーズに合わせた講義に参加しました。
・10時 テクノロジーセミナー1
A：Microsoft Officeを使って授業をうける準備をしよう：Basic
パソコンの中に入っているMicrosoft Officeたちは、様々な便利な機能をもっています。それぞれのOfficeには、どんな活用方法や便利な機能があるのでしょうか。これからパソコンを使おうと思っているスカラーたちが、それぞれのOfficeの特徴と活用方法を学びました。
B：Microsoft Officeを使って授業をうける準備をしよう：Advance
普段パソコンを活用し、勉強に使用しているスカラーでも、他のスカラーがどんな風にOfficeを使って、学びに活用しているかは知りません。情報交換を行いながら、Officeが持っている更に便利な機能や活用方法を共有する時間となりました。
・11時 テクノロジーで世界を変える：AI・機械学習・IoT

大島友子（日本マイクロソフト株式会社 技術統括室 ）
近年のIT技術革新や最先端の技術のお話、マイクロソフト社が取り組んでこられた技術開発の歴史をお話いただきました。勿論、学んだことをまとめるノートとして活用するのは、Microsoft Officeたち。録音したり、写真をとって貼り付けたり…テクノロジーを活用して記録し、まとめる方法は自分次第！
・13時 テクノロジーセミナー2
A：Microsoft Officeでノートまとめをしよう：Basic

Officeでノートを取るとき、Microsoft OneNoteは、好きなところに文字が書ける、写真を貼り付けることができる、セクションでノートを分けることができるなど、自分なりのノートを楽に作ることができます。図を書いたり挿入する方法、インターネットで調べた情報を貼り付ける方法、数式を打つ方法など、基本機能を学びました。
B：Microsoft Officeでノートまとめをしよう：Advance
文字を打ちこんだり画像を貼り付けることはできるけれど、紙でもらったプリントやPDFデータをMicrosoft OneNoteに取り込んで、デジタルノートとしてまとめるにはどうしたらいいのでしょうか。スキャニングの仕方やデータの取り込み方についてのノウハウを学びました。また、高等数学を打ち込み、読み上げさせることができるChattyInftyの使い方も学びました。
C：見ることを補うテクノロジー活用
情報を取り入れ、まとめることができるパソコンはとても便利な存在ですが、画面を見ることができない人は、どのようにパソコンを動かし活用しているのでしょうか。点字の入力・出力ができたり、Windowsパソコンに元々備わっているアクセシビリティ機能でパソコンの画面にある文字を全て読み上げることができたり…実体験を通じて知った方法は、視覚に障害がある人だけでなく、読むことが難しいLDのある人へも活用できることを学びました。
D：体の動きにあわせたテクノロジー活用法
キーボードやマウスを押すことが難しいなど、身体の動きに制限がある人はどのようにパソコンを利用しているのでしょうか。Windows の標準機能であるアクセシビリティ機能を設定したり、様々な種類のスイッチ・マウスを試用し、自分にとって最適なパソコンのセッティングを行いました。機器のフィッティングには、姿勢や機器と体の距離が大事なポイントであることをフィッティングを通してスカラーたちは学びました。
・15時 やりたいことを片付ける技術！ 

英語が話せるようになりたいな、部屋を片付けたいな…決まっている予定や行動はできても、自分で決める予定は、いつ、どのようにスタートをきればゴールにたどり着けるのでしょうか。やるべきこと上手に把握し、達成していく方法を知っておくことは、主体的に活動するための頼もしいスキルとなります。マインドマップという手法を使って，たくさん出てきたやりたいことを構造化して整理し、自分のスケジュールに落としていく方法を学びました。
・17時 フリータイム・外食へ行こう！
・16時半 過年度セッション：What's newをシェアしよう
京王プラザホテル／スイート・ルーム
障害のある人への「合理的配慮」という考え方を学んだ過年度スカラーたちは、それぞれの日常へ帰った後、自分にとって必要な配慮とは何かを考え、周囲と対話しながら配慮を得ていくことを続けています。就職をした人、資格試験を受けた人、一人暮らしを始めた人、ヘルパーと制度の利用を考え始めた人…最近の近況は様々！学年や地域を超え、実際に会って話あうことで新しい視点を得るスカラーも少なくありません。
18ページ・19ページ プログラム4日目 8月10日〈水〉
【リード文】コンカレント講義
大学の授業は、自分が学びたい授業を自分で選択して参加することができます。もちろん DO-IT の講義だって同じ！昨年より更にバラエティ豊かになったセミナーは、多様な価値観に触れたり、多様な方法で社会で活躍している人と出会ったり…15個のセミナーから、自分が知りたい！行きたい！と思ったセミナーへ参加しました。また、先輩スカラーは、セミナーに参加するだけでなく、後輩スカラーたちへ熱いディスカッションの場を設定するため、自分たちもセミナーを開きました。
・10時 コンカレントセミナー
A:多様性とはどういうことか／広瀬洋子（放送大学）
B:大学での障害学生への『支援』をつくる／西村優紀美（富山大学）、村田淳（京都大学）
C:『障害』をアートにするってどういうこと？／田中みゆき（キュレーター）、ライラ・カシム（東大先端研）
D:支援者になる！ 〜支援機器のフィッティングを通して〜／松清あゆみ（信濃医療福祉センター）、渡辺崇史（DO-ITアドバイザー）
E:iPadを魔法の筆箱にしよう① ペッパーでのプログラミングの授業に参加しよう！／宮川昌也（ソフトバンクロボティクス㈱）、白坂智之（スマートロボティクス㈱）
・11時半 ランチセッション：パラリンピックを知っていますか?
平松竜司・河合準一(独立行政法人日本スポーツ振興センター)
・13時 コンカレントセミナー
A：「働くIDEA！超短時間で働く」／木村幸絵（ソフトバンク株式会社）
B：「自分の体の声を聞く：疲れ・睡眠・痛み・聞こえとのつきあい方」／熊谷晋一郎（DO-ITスタッフ）
C：「『障がい』ではなく『生きがい』を感じて」／國光良（07スカラー）、多田羅勝義（DO-ITアドバイザー）
D：「かみでロボットを作ろう」／西山浩平・小仙浩司（カミロボ研究所）
E：「iPadを魔法の筆箱にしよう②自分にあった方法で学ぼう！」／村田美和（高崎健康福祉大学）
・15時 コンカレントセミナー
A：「働く場で私に「価値」はあるのか？障害者が働くということ」／初瀬勇輔（株式会社ユニバーサルスタイル） 大胡田 誠（弁護士法人つくし総合法律事務所） グリズデイル バリー・ジョシュア（アゼリーグループ）
B：「見えない障害とカミングアウト」／飯野由里子・星加良司（東京大学）
C：「障害者と健常者の恋愛 果てしなき「分断線＝絶望」を越えて」／愼允翼・田中佑典（13スカラー）
D：「日本を飛び出そう！海外で学ぶ・働く」／蔵本紗希（DO-ITスタッフ）、溝井英一朗（09スカラー）、中尾優理（13スカラー）、渡部沙織（明治学院大学）、広瀬洋子（放送大学）
E：「ようこそ先輩！ちょっと先の未来を知る」／油田優衣・高梨智樹（14スカラー）、新谷清香（DO-ITスタッフ）、河野俊寛（DO-ITアドバイザー） 
・17時15分 ハイパープレゼンテーション2016
全員大集合！皆とディスカッションしたい内容をプレゼンテーションするハイパープレゼンテーション2016！介助者との付き合い方やテクノロジーの活用方法、自分の感覚について、とことん好きなことについてなど、伝えたいことを堂々と話す発表者たちと、その姿に刺激を受ける聴衆たち。熱いDO-ITの夏の夜でした！
20ページ・21ページ プログラム5日目 8月11日〈木〉
・10時 D先生プログラム「リーズナブルな説明」
DO-IT Japan・顧問の中邑が登場いじわるで差別的な大学教員に扮して登場！自分の困難の状況説明や、求めたい具体的な配慮内容など、論理的に配慮を申請することにチャレンジ。学び、議論しあったことを活かして、自分自身が必要な配慮を求めたり、また、自分とは違うニーズを持つ仲間をアドボケイト（権利擁護）しあう濃い議論となりました。
・13時から17時 一般公開シンポジウム（詳細は右項参照）
・13時 前半セッション 司会：巖淵守（DO-IT Japan事務局長／東大先端研）
挨拶
南風原 朝和 （東京大学 副学長・理事）
井上 諭一 氏（文部科学省高等教育局 学生・留学生課 課長）
森下 平 氏（文部科学省初等中等教育局 特別支援教育課 特別支援教育企画官）
特別セッション「DO-IT Japanの10年とこれから」
 近藤武夫（DO-IT Japanディレクター／東大先端研）
DO-IT Japanスカラー 
基調講演 
石川 准 氏（静岡県立大学／東京大学／国連障害者権利委員会）
・15時半 後半セッション 司会：近藤武夫（DO-IT Japanディレクター／東大先端研）
共催企業挨拶
榊原 彰 氏 （日本マイクロソフト株式会社・執行役員 最高技術責任者） 
岩崎 昭浩 氏（富士通デザイン株式会社 執行役員） 
佐藤 里美 氏（株式会社エデュアス・取締役） 
特別セッション「諦める力と新しい価値」 
中邑 賢龍（DO-IT Japan顧問／東大先端研） 
三宅 琢 （株式会社Studio Gift Hands／東大先端研） 
西山 浩平 (株式会社CUUSOO SYSTEM／東大先端研) 
・16時半 夏季プログラム修了証授与式
・18時 交流会
（右ページ）
【リード文】一般公開シンポジウム
2007年から始まった、障害のある学生の進学と就労への移行支援を通じたリーダー養成プロジェクト「DO-IT（Diversity, Opportunities, Internetworking and Technology） Japan」が、今年で10年目になりました。DO-IT Japanは、障害のある子どもたちに「障害の理解」「自己決定」「テクノロジーの利用」「自己権利擁護」について学ぶ機会を提供し、過去に前例のなかった教育機会の保障を参加者とともに作り上げて来ました。しかし、今年4月からは差別禁止と合理的配慮の法制度が始まり、今後の社会では、障害のある子どもたちの学ぶ権利を保障することは社会全体の常識となります。夏季プログラムの最終日に安田講堂にて一般公開シンポジウムを開催し、単なる学びの権利保障を超えて、これからの10年に行うべきことについて議論しました。

・特別セッション：DO-IT Japanの10年とこれから
近藤 武夫 DO-IT Japan ディレクター/東大先端研 
DO-IT Japan スカラー

10年目となるDO-IT Japanの活動は、学びへの参加を保障する環境整備と先行事例の創出、障害の理解、ICTの活用、自己決定やセルフ・アドボカシーの育成など「学びの環境をつくる」時代でした。この10年の流れで、どんな風に社会が変わったのかを振り返りました。また、壇上にあがったスカラーたちと共に、自分自身が今どんな夢に向かってチャレンジを行っているか、どんな課題が見えてきたかを話しあいました。他国で活動しているスカラーや、DO-ITの創始者であるワシントン大学のSheryl Burgstahler博士からもビデオメッセージが届けられました。これからの10年は、学びを終えた後の社会に独自の価値を生み出す人を育てられる、また、価値を作っていく人を力づける場としての「新しい価値をつくる」時代。私たちが行うべきことが見えて来るセッションでした。
・基調講演
石川 准 静岡県立大学/東京大学/国連障害者権利委員会
国連障害者権利委員となられた石川准先生から「自分たちの未来は自分たちで切り開く」と題して基調講演をいただきました。ご自身の障害（視覚障害）から感じた社会への障壁についてのリアルな声、知りたい情報にアクセスするために始めた支援技術の開発までの流れ、自分が好きなものへアクセスするまでの思いをお話いただきました。「人生は一種のフィールドワークのようなものだと社会学者である自分からはそう思います。自分は荷が重いと思っても、少し勇気を出して現場に乗り込んでいくといい。」と熱いエールをいただきました。
・特別セッション「諦める力と新しい価値」
中邑 賢龍 DO-IT Japan 顧問/東大先端研 

三宅 琢 株式会社 Studio Gift Hands /東大先端研

西山 浩平 株式会社 CUUSOO SYSTEM /東大先端研
「DO-ITはもうそろそろ止めたほうがいいんじゃないか？」 DO-IT Japanのディレクターだった中邑からの唐突な一言からセッションがスタートしました。このセッションのタイトルは「諦める力と新しい価値」。自らの挫折を乗り越えて、新しい価値を見出してきた、LEGO CUUSOOを作成された西山浩平さん、眼科医の三宅琢さんのお話を切り口に、現代社会の未来に求められる新しい社会に向けて参加者と議論しました。
（写真）
石川准 氏（静岡県立大学／東京大学／国連障害者権利委員会）

榊原彰 氏（日本マイクロソフト株式会社・執行役員 最高技術責任者）

岩崎昭浩 氏（富士通デザイン株式会社・執行役員）

佐藤里美 氏（株式会社エデュアス・取締役）

西山浩平 氏 (株式会社CUUSOO SYSTEM／東大先端研)

三宅琢 氏  （株式会社Studio Gift Hands／東大先端研）

22ページから30ページ 夏季プログラムを終えて
【新規スカラー（16スカラー）感想】
22ページ 榎園 雄斗（えのきぞの ゆうと）鹿児島県／高校2年
いままで家で話してきたことは無駄ではなかった
『DO-IT Japan』を知ったのは、中学生の時に母が紹介してくれたときです。紹介されたときには、参加したくないと言っていたが、ずっと心の中では参加したいと思っていました。なぜ参加したくないと言ったのかというと、DO-ITの時期になると、毎年行事のように問題がおきてしまっていたためです。そのため、自分自身が安定していませんでした。しかし、今の学校と出会い、自分がDO-ITにチャレンジできる時間という、大事なチャンスをいただくことが出来ました。なので、やっとの思いで参加することができました。
最初の講義は、熊谷先生による『自立と依存』でした。この講義では依存の大切さを学びました。熊谷先生は、自立とは依存先を増やすことが大事と言いました。たしかに、僕もいつかは、親の元を離れて自立をしていかなければなりません。今の僕はずっと親に依存をしています。依存先が親しかありません。なので、もっと依存先を増やさないといけないと思いました。
コンカレントセミナーでは、『大学での障害学生の「支援」を作る』『自分の体の声を聞く:疲れ・痛み・睡眠・聞こえとの付き合い方』『日本を飛び出そう！海外で学ぶ・働く』を選びました。まず、『大学での障害学生の「支援」を作る』では、自分が行って欲しい支援を大学側に伝えれば、できる範囲内でしてもらえると言われました。僕は、そこでとても驚きました。なぜなら、今まで中学校などでは、電子機器をノート代わりにしたり、イヤーマフを授業中に使用したりすることなどは、認められていなかったからです。やはり大学はすごいのだなと改めて感心しました。次の『自分の体の声を聞く:疲れ・痛み・睡眠・聞こえとの付き合い方』では、自分の体の疲れや痛み、睡眠、聞こえなどの状態や有無を振り返り、見つめ直すことができました。ここでは、自分の中で意識になかった疲れ、痛みなどが見つかりました。自分自身をちゃんとわかっていると思っていたので、とても驚きました。『日本を飛び出そう！海外で学ぶ・働く』では、海外にいる先輩たちの話を聞いたりしました。僕は、海外に進出して働くことが夢の中の一つでもあります。先輩たちの話を聞いて、海外にもっと行きたくなってしまいました。今回受けた講義で教わった事のなかには、今までも家で話をしたことがある話がたくさんありました。しかし、いままで家で話してきたことは無駄ではなかったし、本当に大切だったということは改めて感じることができました。
今回のプログラムでは、初めての経験というものがとてもたくさんありました。自分の中では、これはとても大切なことだと思います。講義を聞いたり、自分と同じような障害を持った人たちとたくさん交流したり、車いすの人と一緒に行動したりすることは、自分には今までする機会がありませんでした。Microsoft OneNoteを利用するということも初めての経験でしたし、電子機器で板書するということも初でした。
僕は字を書いたり、パソコンに文字入力したりすることが遅いため、録音機を使いました。講義中に貸してくださったフォナック社の補聴器やノイズキャンセリングヘッドホンをつけると、話がとても頭に入ってきました。そのおかげで、話の大事な部分がいつもわからなかった僕が、ちゃんと要所をまとめ、書き留めることが出来ました。このように、講義などにこういう機器を使うということも初めてでした。この初めての経験から、いつか見つかるものが絶対にあります。それが、これからの自分に役立つものになればいいなと思います。
今回のプログラムで、1つ大切な事を忘れていることに気づくことができました。それは、僕は何をするにも、たくさんの人に支えてもらっています。その支えってくれたたくさんの人に感謝を忘れてはいけないということです。ずっとこれをモットーとしてきたはずなのに、忘れていたことにもとても驚いています。この4カ月間支えてくださったDO-ITの先生方やアテンダントの皆さん、チューターの皆さん、スカラーのみなさん、講義をしてくださった先生方には本当に感謝しています。そして、応募の際に推薦書を書いてくださった先生方、応援して下さった方々、今まで支えてくださった方々、本当にありがとうございました。これからも、自分の夢に向かって、感謝の気持ちを忘れず、今回の経験を無駄にせず、前に進んでいこうと思います。これからもよろしくお願いします。
保護者より
ちょうど4年半前、息子は笑うことも、泣くことも、食事をとることもできない状態になりました。イジメがきっかけでしたが、9歳のときに受けた担任の先生からの体罰が大きな原因となっていたことがわかり、他のことを考える余裕もなく、心のケアを優先する毎日でした。転校を決断したのを機に少しずつ心の状態が回復していき、ようやく学習に目を向けられるようになり、中学3年の授業と並行して、1、2年の学習を独学でやり遂げました。そのことが、息子にとって大きな自信となり、さらに、素敵な通信制の高校と出会ったことでどんどん意欲的になっていき、DO-ITスカラーへ応募したいと言ったときのキラキラした笑顔は忘れられません。
DO-ITに参加させていただき、たくさんの方々と出会えた喜び、学べる喜び、経験できる喜び、共に障害について語り合う喜び、たくさんの喜びを感じることができたこと、また、8年間、自分の障害と向き合って、見えてきたこと、考えてきたことを再確認することができたことは、息子にとって、大きな力となりました。「生きてきてよかった。苦しんできてよかった。」と心から叫ぶように出た息子の言葉に、すべての思いが詰まっていました。この経験を糧に、これからもさらに視野を広げ、大きく羽ばたいていってほしいと願うばかりです。
23ページ 小田 洸明（おだ こうめい）千葉県／中学3年生
「今後の世界を変えろ」と言われていると私は思いました
まず私がDO-ITに参加した時の感想はみんなが何かしらの得意なものを持っていてそれが学校では発揮されないということです。それでは書かせていただきます。

1 さあ挑戦

今回私はスカラーとして参加しました。去年はアコモデーションコースに参加しました。去年そして今年も新しいプログラム体験を行いました。それだけではなく新しい挑戦としては少人数の団体行動です。学校などの大規模の集団行動は苦手でいつも悩んでいました。そのため毎回自分は個人の行動を行っていました。しかし今回はroom mateや16スカラーなど少人数の集団行動ができるようになり自信を持つことが可能となりました。

2 危機を機器で解決せよ

今回改めて機会をうまく活用し生かすことができるようになったような気がしました。スケジュール管理やMicrosoft OneNoteなどの普段使用していなかったものの紹介をしていただきました。上手い活用方法や裏技や実践方法など実際に使っている人からの指導や紹介はわかりやすく、学校の授業が楽しくなりそうなものばかりです。

3 非日常

私は今回、日本Microsoft品川本社や先端化学技術研究センター、安田講堂など普段立ち寄らないところに行くことができました。京王プラザホテル新宿にスカラー同士で宿泊をするなど、親元を離れた生活を体験したり、普段はあまり行わないことを体験できるよい機会でした。大学のキャンパスを歩いたり、先端研の研究室の見学などどれも普段体験できないことを行えました。

4 学校では教えない

今回は本当にこれが大きかったです。DO-ITで話してくれた講師が、すべて実際の現場に携わっている人や専門家であり、実際起こっていることを全て話していただき、いろいろな他の人の困難や障害をどのような考えを持っているか等の実際の解決方法を教えていただきました。これはすべて今後の自分の将来やこれからを活かせそうです。もちろん活かします。

5 じゃあどうする？

私は今回学んだことを活かし、今後の子供たちがこんな思いをすることをない様にします。当たり前のことがなかなか認めてもらえない。今後の学生にも書字障害などの学習障害をもつ人は必ずいます。そんな人がいなくなるようにしたいです。そしていわゆる書字障害やその他の障害を障害ではなくすような機器を学校や会社に持ち込めるようにしたいです。

 今回を参加するにあたっていろいろな方にお世話になりました。その中で自分は色々な人に期待をされているという使命や期待を背負ったという重みや逆に自分はそれだけの見込みがある。そして頑張ればうまくできるようになるといわれている感じがしました。それは私自身が支援されているだけではなく私が今後後世に伝える事を託されている。そして今後の世界を変えろと言われていると私は思いました。思い込みでしょうか？自分はそう思います。

保護者より
最終日に見た息子は、スカラーの輪の中で活き活きしていました。　小5新任担任に、息子が原因で授業が進まず迷惑していると家庭でのしつけを問われました。病院でADHD・自閉症スペクトラム・LDとの診断。そんな時出会ったのがDO-IT Japanでした。中1から学校でPCの使用を認められ、3年ではテストは個別、授業は通常学級でタブレット使用。ただ、今の入試問題や学校生活は未だ発達障害者にとって高い壁です。曖昧な問題文、散在する資料。文章題で作者の気持ちを推測出来ない。作図で点にコンパスを合わせられない。英語はアルファベットが判別できない、等。学校では思ったことを口にする、強いこだわり、敬語や先生と呼べる基準。発達障害の症状が、一部先生に理解されず配慮を求めても障害のせいにするなと人格否定。DO-IT Japanに選考され、息子は大学・企業の障害者に対する取り組みを知りました。未来への希望を得、自分への自信となりました。必要な配慮を落ち着いて説明ができるようになりました。最後に、素晴らしい経験の機会を与えていただいた事に御礼申し上げると共に、今後も心の支えとなっていただけますようお願いいたします。
24ページ 金谷 彩也子（かなや あやこ）東京都／高校3年生
自分から進んで頼ろうとしなかった
自分が人と違うこと、それを周囲はよく思わないことを察したのは小学校に入る前でした。出来て当たり前、なぜ簡単なことが出来ないのか。目の笑っていない教師のフォローが不気味で仕方がなく、求められている能力を必死で努力して取り繕って生きてきました。努力していないから出来ないんだ。もっと頑張れと何度も言われ、大人という存在が嫌いになりました。
始めはDO-IT Japanのプログラムに余り期待をしていませんでした。他者が介入するとろくな事がなかったからです。今まで何をしようにも前例がないと言われ続け、すでに自分が人間不信気味だったこともあり、自分だけが他人と違うのではないかと思うことが何度もありました。しかし、DO-IT Japanに参加して、そこで出会ったスカラー達との対話で、自分だけじゃないんだという安心感と何かに特化した人の凄さを目の当たりにしました。同時に、相手の考え方や見え方と比較して自分の状態を適切に話す能力が必要になることを改めて痛感しました。
プログラムの中で紹介された機材は、今まで負担だったことを補ってくれるものでした。なかでもパソコンなどの機材にある音声読み上げ機能と出会う前と出会った後は、かなりの差がありました。今までは、自分の目では読むことが難しい英語を無理やり自分の目で読んで勉強をしていたので、キャパオーバーで倒れたり目や頭が痛くてたまらなかったのですが、音声読み上げ機能を使い、書かれた文章を音声で聞き、文章内容をあらかじめ認識することで、問題をよりスムーズに解けるようになりました。今では３時間ほどかけていた文章の内容を把握することも、１時間と少しで終えることが出来ます。まだ機材に慣れていない状態なので、もしかしたら、慣れるともう少し負担を軽減できるかもしれません。
 今回のプログラムを経て、すべてを自分の力でやらなくてもいいんだと感じました。今はまだうまくいきませんが、ツールの力を使って徐々にスキルを上げていきたいと思います。
　視野が狭くなっていたこと、自分から進んで頼ろうとしなかったこと、感じたものや補わなくてはならない課題など、たくさん発見することが出来ました。生かせるよう努力していきたいです。
保護者より
夢をいだいて参加した大学の見学会。話をするも、ここには、そんなサポートはない、出来ないと言われ、道を断たれたとどん底にいた時に、DO-ITの夏季プログラムの応募の締め切りでした。大学へ行く夢も未来への夢も全てが無くなり、応募書類が書けない状況でした。それでも、何かやりたい事をするヒントが少しでも得られるのではないかと勧め、参加させて頂きました。まず、大人が信じられなくなっている事、自分の状況を、やりたくないからってそんな事を言うんじゃないと信じてさえもらえず、自力で何とか手探りで努力してきました。人の話も聞かずに自分の意見を押し付けてくる大人が大嫌い。反発心からでは聞けないと危惧しておりましたが、自分より大変な状況にいる方々の前向きな姿勢を目の当たりにし、日に日に回復していくのがわかりました。使えそうなツールも、根本の解決にはならないと言っていたのが、使わせていただいて、読む段階にいくまでの処理時間が半分になるとか、使う価値を見出だすことが出来るようになりました。人生に対しても、また、前向きになってきた事、感謝しかありません。本当にありがとうございました。
25ページ 武井 一星（たけい いっせい）神奈川県／高校1年生
本質的理解が気持ちの配慮につながる
僕は中学1年生の時ジュニアスカラーに入り、この春、高校生スカラープログラムに応募しました。より多くの技術や新しい知識を学びたいと思ったからです。そして、スカラーの仲間たちと当事者研究などをして、その経験が支えになったからです。
 今回のDO-IT2016夏季プログラムは、ジュニアスカラーの頃とはまた違った様々な事を学ぶことができました。僕が想像していた以上の充実したプログラムの内容で、毎日感化されることばかりでした。
 1日目は、熊谷先生の「自立と依存」の講義を受けました。今まで「依存をしない＝自立」とイメージを持っていた僕でしたが、自立という概念そのものが、根底からがらりと変わる講義でした。アイスブレイクでは、買ってきた夜ご飯を食べながら自分達の事を話す時間がありました。お互いの現状や過去の事を知ることができて、とても良い時間でした。2日目の合理的配慮や配慮の求め方のプレゼンテーションの時、私自身は理解なくして配慮はないという内容で発表をしました。たとえIT機器を学校に持って行けても、周りが困っていることに対する本質的理解がなかったため、僕はとても苦労しました。そして、その本質的理解が気持ちの配慮につながると考えています。また、参加したスカラーからは自分の視点とは違う視点で配慮を求めていたり自分では思いつかなかった方法なども出てきたりしたので、大変ためになりました。これから配慮を求める際には様々な方法も取り入れてみたいと思います。3日目にはマイクロソフト品川本社に行き、Microsoft Officeを使ってノートの取り方を学びました。iPadやOneNoteを使ったノートの取り方は過去に学んだことがありましたが、今回はPowerPointを使ったノートの取り方を学びました。iPadやOneNote以外にもこんなにも素晴らしいノートの取り方があったなんて！と思いました。それぞれ良いところがあり、使いどころを分けたり、試したりしたので、今回の経験を機に、自分に合ったノートの取り方を探してみよう！と思いました。4日目は、自分で選択した講義を受けることができ、その中でも特に印象に残っている講義は、「支援者になる！」というものでした。僕は将来、車いすなどの人に役に立つ機器を開発したいと思っているのですが、この講義では、実際に支援機器を使う利用者と支援者の違いは何かということを学びました。例えば、車いすを作る際には海外では実際に使う人にどんな椅子に座りたいのかをまず聞いてから作るということや、支援者は情報を利用者に適用することで、利用者は支援者がくれた情報で自己決定をすることだと学びました。将来の開発をする際に役に立つことを教えてもらいました。5日目のシンポジウムでは、中邑先生や近藤先生などのたくさんの先生方の講義を聴くことができました。中でも一番印象に残ったのは、最後の特別セッションの「諦める力と新しい価値」でした。先生が「ひとつひとつ配慮を求めていくやり方はもう古いのではないか」と話していました。確かに古いと思うのだけれど、僕の置かれている現状はまだまだなことばかりです。
 僕は読み書きに困難があるので、中学の頃に授業のノートをIT機器でとりたいという配慮とテストでもIT機器で受けられるようにしてほしいという配慮をお願いしました。この配慮を受け入れてもらえるまでには非常に時間がかかりました。全ての先生に自分の困難さについてとIT機器の内容を説明するため、説明をして何度も面談を重ね話し合いました。その結果、配慮を得ることはできましたが、残念なことに本質的な理解があっての配慮ではなかったため、IT機器が使用できたとしても、自分の困り感の軽減よりも、むしろ心理的なストレスの方が負担になりました。中学での配慮が引き継がれないまま、高校も一つ一つ配慮をお願いしています。しかし、高校は中学とは大きく違う点がありました。それは先生方の「本質的な理解」です。最初に理解をしてもらっているので、IT機器の持ち込みができていなくても助かっている部分が大きいです。本質的理解は気持ちの配慮そのものだと思います。新たに合理的配慮の法律もできたため、配慮がこれからはよりスムーズになされる社会になるようにしていきたいと思います。また同時に「配慮」という言葉すらなくなる本質的なバリアフリー社会になってほしいと思っています。僕は、これから、そこに新たな価値観を見出していきたいと思います。
保護者より
中学時代は、自分が持つ困難さと葛藤し、周囲の無理解に孤独感を強め、辛い時期ではありましたが、DO-ITのつながりが長く心の支えになっていました。多くを語らずとも分かりあえる仲間に恵まれ、互いの生き方考え方を認め合える関係の中で、大きな安心感を持ち、がんばる原動力になって行ったようです。気づけば、私が介在することはほとんどなくなり、自立へと確かな歩みを進めています。
　一星はディスレクシアの為、中学では読み書きの配慮をして頂いてきました。
毎日タブレットを使うようになり、学習がどんどん進んで行く様子は、読み書きの困難さがあったことを忘れてしまうほどでした。学ぶ意欲が変わっていき、日常生活そのものから明るく変化していくことに希望が持てました。
　しかし、現実は、配慮ありきで選べない進学先や中学での配慮の事例が全く高校に引き継がれていない課題に直面しています。ただ、以前ほどには心配していないのも、一星自身が自分の困難さへの自己理解を深めたからだと思います。当事者研究を重ね、同じ困難を持つ仲間と共に考え、共有してきたからに他有りません。今では、自分の言葉で配慮を求められるようになりました。当事者が主体となって表明することができるようになれば、それはきっと適切な配慮へとつながり、心を動かしていくことにもなるだろうと期待しています。これからは、しなやかなスタンスで、さりげなく配慮がなされる社会であることを願っています。
26ページ 出口 澪（でぐち みお）長崎県／大学3年生
もっと自由に考えや思いを発信したり、行動しよう
自立の反対は依存だとDO-ITに参加する前まではそう思っていた。だから頑張れば見える、書ける。一人でできることはできるだけ人に頼らないようにしていた。肩こり・眼痛・頭痛に悩むことも多々あった。弱視だから仕方ないと諦めかけていた一方、解決方法を模索していた。そんな時、インターネットで見つけたのがDO-IT Japanだった。
　夏季プログラムの5日間は、新たな発見・学びの連続だった。頭の中で処理が追い付かず混乱することもあったが、私にとって内容の濃い、充実したプログラムであった。
 【1 自立と自己決定】DO-ITでは、依存先を増やすこと、依存先を分散することが自立に繋がると学んだ。人の手を借りないようにしていた私には気持ちが楽になる話だった。全てを一人でしようとする必要はない。人やテクノロジーに頼ればいい。そうすることで、目や身体への負担は減るし、物事にかかる時間も抑えられ、効率的だ。頼るには伝えることが前提であり、何に困っているのか、どんなニーズがあるのかなど自ら積極的に発信していかなければならない。夏季プログラム中、自分のニーズを伝えなかったために反省していることがある。ゆるスポーツでBaby Basketballをする際、飛んでくるボールが見えないのに、それを周りの人に伝えること言い出すことができなかった。結局、参加を途中でやめたが、ボールが見えないから手渡しでも参加できるように配慮を求めればよかったのである。それができなかった自分が歯痒かった。プログラム期間中は、アテンダントさんをつけてもらい、移動支援や周囲の情報を把握するための支援を依頼した。初めは、自分のニーズをどう伝えればいいのか考えることもしばしばあった。だが、周囲の情報を言葉で的確に説明してもらうことで、見えなくても頭の中で立体的にイメージできることがわかり、自ら周囲の視覚情報を求めるようになった。世の中、視覚情報で溢れていると実感すると同時に、視覚情報をもらえば選択肢や行動範囲が広がった。
 【2テクノロジー】テクノロジーは、読み書きだけでなく、より良い生活にするためのアイテムが詰まっている。多くの人が使いやすいように、アクセシビリティが整っていた。慣れるまでに時間を要するであろうが、手書きノートの代わりにOneNoteやPowerPointを使う、パソコンの画面が見えないなら拡大鏡や音声読み上げソフトを使うようにしていきたい。ボイスレコーダーに自分の声を吹き込むなどして、メモ紙代わりにするという方法もあると学んだ。テクノロジーを使うことで、手書きで文字を書くことや見ることに必死にならなくて済むと思った。私が普段使っているiPadにも、視覚障害者向けのアクセシビリティやアプリケーションが数多くあることをアドバイザーの先生に教えていただいた。マイクロソフトでは、スケジュール管理に役立つ方法を学んだ。スケジュール管理は、やるべきこと・やりたいことを整理するのに適しており、テクノロジーを使い図式化することで、行動の優先順位が明確になる。頭で記憶することや、メモを書き散らかすのをやめて、スケジュール管理を活用して一つにまとめれば、やるべきことややりたいことを忘れる心配はない。
 【3 多様性】いろんな価値観をもった人が集まるDO-IT。自分で考えて、理由もある言動であれば認めてもらえる。人に合わせなくていいし、自分のやり方でいいんだと思えた。もっと自由に考えや思いを発信したり行動しようと決めた。
　夏季プログラムで様々な障害のある人と関わる中で、自分の中で「障害」に対する考え方が変わった。障害は、決してマイナスなものではない。むしろ、強みにもなるものである。もちろん、障害よって困難に感じることはあるが、人やテクノロジーに頼れば解決できることは多い。また、苦手なことやできないことを無理して克服する必要はないという考え方の幅も広がった。コンカレントセミナーの「多様性<ダイバーシティ>とはどういうことか」において講師の先生がおっしゃった言葉で、印象に残っているのもがある。障害も見方を変えれば、おもしろい経験をしている人。確かにそうかもしれないと私は思う。
保護者より
いろんなことに興味を持つ娘が、ネットでDO-ITを調べて、今回一人で参加しました。私は、DO-ITという言葉さえ知りませんでした。東京から帰ってきた娘が、「人それぞれ違うけど、今まで聞いたこともないような障害の人もいたよ。そんな人と話したり、また悩みを聴いたり、とにかく勉強になった。」と言っていました。娘は、視覚障害で何度も手術して、何事もあきらめるのではないかと思っていましたが、明るく前向きに行動してくれてますので、親の方が勉強になります。ありがとうございました。
27ページ 成木 冬威（なりき とうい）石川県／高校3年生
本当に大好きなものに人生を懸けていく勇気
この夏、私はDO-IT Japanに参加して今後の自分の人生を考える上で非常に貴重な経験になりました。この五日間のプログラムが終わって私は、やはり自分のやりたいと思っていることを真っ直ぐ追っかけていこうと決心できました。
 夏期プログラムが終わるまで私は、自分の本当に大好きなものに人生を懸けていく勇気がありませんでした。学校や施設では、受験を目指し勉強中心の生活になっていました。そのなかで夢に対する思いがだんだん心の奥に隠してしまいいつの間にかその思いを勉強に代償するようになってしまっていました。だから夏期プログラム内での自己紹介で将来の夢を話すときもごまかしたように発表していました。ですが他のスカラーは純粋に大きな夢を持っていました。最初は勇気のない自分が悔しくたまりませんでした。ですが、そんなスカラーの仲間と関わっていくなかで自分のマラソンでパラリンピックに出たいと言う思いを口に出せるようになりました。そして4日目にパラリンピックの講義がありました。その講師の人と話したときまだ遅くないと言われて驚きました。自分の最大のネックは年齢だったからです。そのお陰で私は心がスッキリしました。これからはたくさん知識を蓄え、夢を叶えるために努力していきます。
 ほかにもDO- IT Japan ではたくさんのことを学びました。プリプログラムではうまく自分を出せず悔しい経験になりました。夏期プログラムではすべての自分をぶつけようと思い臨みました。普段はあまり触れない事柄を考え、みんなで意見を出し合うのは新鮮で自分の中に新しい価値観が生まれました。また生活面でも自分は今までは人に頼らず物事をすることにこだわっていましたが、アテンダントの高橋さんやスカラーと関わっていくなかで自分の準備の遅さに改めて気付き、三日目辺りにはきちんと時間を考え、依頼する手伝いをお願いできるようになりました。自分にとってはものすごい成長です。　
 夏期プログラムのなかで自分の肢体不自由以外にも見えない障害に苦しんでいる人がおり、社会に変わってほしいと願う人がいることを知り、自分は誰もが過ごしやすい世界になるよう行動していきたいと考えるようになりました。これからはDO -IT Japan のようなプログラムも自分も将来行っていきたいです。そして人を幸せにできるよう行動していきます。DO-IT Japan に参加するために協力してくださった先生方、看護師さん、そして家族に心から感謝します。ありがとうございました。
保護者より
DO-ITについて知ったのは昨年のことでした。ぜひ参加したいという本人の強い希望により応募し、今回、スカラーとして参加する機会を与えていただくことができました。夏季プログラムに向けての準備・活動も本人なりにがんばっていました。
　DO-ITを終えて、無事に帰宅し、本人から出た言葉は、「参加してすごくよかった。」というものでした。そう話している表情は明るく、とても満足そうでした。DO-ITでの経験は、とてもすばらしい刺激になったようです。これまで漠然としていた目標・夢が、自分の中で明確になったようです。希望とやる気を与えてもらい、あきらめなくてもいいんだという気持ち、あきらめない心が強くなったように思います。そして、以前よりも、自分の意見をひるまずにしっかり話すことができるようになったように感じます。
　今回、参加にあたって、大変お世話になりました。他ではできない本当に貴重な経験をさせていただきました。この先、いろいろな場面で、解決していかなければならない問題にぶつかったときに、この経験がきっと力になると思います。DO-ITの関係者の皆様に心より感謝しております。ありがとうございました。
28ページ 枡田 温子（ますだ あつこ）茨城県／大学3年生
もう、孤独ではない
「新しい価値観に触れたい。困難さを工夫し生活している人と意見交換したい。」そう考えていた時に、DO-ITと出会った。16スカラーとしての活動は、私に多くの出会いと経験、新しい価値観を与えてくれた。
　DO-ITでは自身の困り事と必要な配慮は、自らアクションを起こして確保することを求められる。私はこれまで、自身の困難さ（読みや長時間の姿勢保持等）をこだわりとして取られ、配慮が得られた場合もたくさんの説明が必要であった。自身でも「こだわりなのでは？」と感じ配慮は求めてはいけないと考えていた。しかし、DO-ITの方々は多様性として受け入れ、一緒に背もたれ付きの椅子を探して使わせていただいた。自身の困難さと必要な配慮を自身で説明することは大切であるが、環境により実現できる配慮は異なる。しかし、セルフアドボカシーとして必要な配慮は自信を持って訴えていいのだと、夏季プログラムを通して学んだ。早速この学びを生かし、後期の講義に向けてアクションを起こし始めた。自身のニーズを説明し大学の先生方と意見交換する形で支援を決めたいと考えている。私はこれまで、主に母と二人三脚で配慮について考えてきた。現在は、DO-ITの先生方など助言を頂けるたくさんの相談先（依存先）ができた。「もう、孤独ではない」今はそう感じられるようになった。
　次に、テクノロジーの活用についてである。ノイズキャンセリングヘッドフォンと音声読み上げソフトはDO-ITで出会い、今では手放せない相棒となった。ノイズキャンセリングヘッドフォンを着けると肩甲骨周りの力が抜けて、疲労が格段に減りとても驚いた。この経験から、自身の聴覚過敏が体調へと与える影響を自覚することができ、夏季プログラム後に購入した。私がこれを使用することによって、同じようなニーズを持つ人が楽しく生活を送るヒントになればと思いながら、今は相棒との生活を楽しんでいる。
 また、これまで文章を目で追えず、拾える単語を繋ぎ合わせ文章を想像し理解してきた。音声読み上げソフトにより、実際何が書いてあるか把握し、理解することができるようになった。レポート作成時間も短縮し文章構成力も上がったように感じている。
夏季プログラムでは、いくつかの機器とソフトを体験し、さらに自身の学習環境が整ったように感じている。最終日にスタッフの方から、「やっとスタートラインに立てたね。これからだよ。」と声をかけていただいた。私は、安堵感に包まれると同時に「よし！どんどんチャレンジしていくぞ！」というギラギラした気持ちも沸き起こった。
 最後に、多様な価値観と新たな出会いについてである。熊谷先生の講義では「自立と依存」についてディスカッションを行った。熊谷先生は、人は誰でもたくさんの依存先に依存しながら生活を送っていて、その依存先を増やし上手く活用した生活が自立であるとおっしゃっていた。また、スカラーはそれぞれ自身の困難さと求める配慮についてプレゼン発表を行った。同じ発達障害でも困難さや考えが異なり、身体障害者が持つ視点はとても興味深かった。
 一方、DO-ITには多彩な先生方が参加されていて、それぞれの専門分野に限らず経歴や趣味などのお話しは驚きの連続であった。研究室訪問では、最新の量子物理学と脳科学について講義と実験を体験した。コンカレントセミナーではソフトバンクの社員の方から障害者雇用について説明を聞き、日本マイクロソフト社での演習時には、外資系企業の雰囲気を体験するなどとても貴重な経験となった。
　夏季プログラムの5日間を通し、DO-ITという気兼ねなく素を出せる居場所ができた。そして、まだまだ成長できる手ごたえと学ぶ楽しさ、チャレンジした達成感を味わうことができた。まだ将来についての明確なビジョンはないが、DO-ITでの活動を生かし自ら切り開いていこうと思う。
保護者より
DO-IT Japanが今年10周年と伺い、10年前の娘の状況を思い出してみました。すると娘は大崩し、日々の対応を切り替えたのがまさに10年前の夏だったとわかり、この不思議なめぐり合わせをとても感慨深く感じました。この10年間で、体調についてはある程度自己管理できるようになったものの、いよいよ学校へ復帰する為に学習環境を整える段階に移ると、多様性の理解や整理して自己の権利を主張する必要性に途方にくれてしまいました。余裕はなく戸惑っていても、とにかく答えを出し、運を天に任せるような毎日でした。
 この度、夏季プログラムに参加させていただいｔことで、娘は自身に合った支援機器の存在を知り、たくさんの学びや出会いの中、自分の感覚を伝わりやすい言葉で表現するようになっていました。短期間の変化にびっくりです。これから先も、感謝の気持ちを忘れず現実を見て真摯に受け止め、一歩一歩発達していければと思っております。そして公開フォーラムでの少し幼く懐かしい娘のドヤ顔を見て、これまでに負った娘の心の傷が癒される貴重な時間にもなっていたのかなとうれしく思いました。皆様、本当にありがとうございました。
29ページ 吉田 伊織（よしだ いおり）京都府／中学3年生
壁に穴をあけるドリル
DO-ITに参加して、いろいろな支援機器を試しました。例えば、耳に直接講師の声を届けることができるフォナックだったり、電動車いすも体験しました。電動車いすに乗るとわかったのですが、電動車いすでは周りの段差がすべてきつく感じました。また、近藤先生と議論した障害者手帳の制度についても、精神障害、身体障害すべてを一体化した手帳を作りたいと思いました。そして、日本の教育が世界に比べ若干劣っているところがしっかりと見えるようになりました。今、僕は特別支援学校の病弱教育部にいます。そこに通うためには、学校に併設されている施設に入院する必要があります。なぜ健康なのに入院しながら通わないといけないのか、今も自問自答しています。自宅から通える、LDなど専門の学校ができないのかと考えています。僕自身、これまでいろいろ苦しい思いをしてきました。その中で絶対に僕みたいな障害を抱えた人が同じ思いをしてほしくないとすごく思って生きています。でも、なかなかその願いは届きません。将来的には、僕は議会に出ていきたいとも思っています。もっと積極的に障害者が、政界進出していく未来があるべきだと思いますし、もっと推進していかないといけないと思います。
 この夏、僕はとても大きな決心をしました。それは進路です。僕自身、進路について今まではそれほど大きく考えていなかったのですが、DO-ITに参加して、「支援者」になるにはどうすればいいかを考えているうちに、一つの答えにたどり着きました。我が家が現在、訪問看護事業を始めようとしています。訪問看護事業をする上でどうしても資格があった方が便利だということで、僕はまず准看護師を目指そうと思います。なぜ准看護師を目 指すかというと、准看護師のカリキュラムの中に、心理系の内容があるからです。心理士さんや作業療法士さんも良いとは思いますが、2年学校に行き、資格試験を受けるという手軽さに心ひかれた面もあります。訪問看護事業が軌道に乗ったら、次に僕は不登校や障害を持つ子供向けの塾を作りたいとも思っています。塾はたくさんあるのですが、障害を持った人が行ける塾はあまり多くありません。あったとしても、障害を持った人向け塾は、月謝が高くなりつつあります。障害を理由に勉強がしたくても学校に行けなかったり、学校の勉強にあまりついていけてない人に、ぜひ勉強をしてほしい。自分自身の経験から出てきた考えです。

 自分のやりたいことも大きくなりつつあります。早いうちに進めておきたい研究が一つ明白になりました。 それは、障害者用駐車場の利用実態調査です。よくショッピングモールに行ったとき、車いす専用があいていないときがあります。障害者のある人が利用していればいいのですが、よく見ると子供連れや健常者の方も利用しているようです。そこで僕は、車いす駐車場を利用している方にアンケートを取り、一度実態を見てみたいと思いました。このプロジェクトを実行するためにはいろいろな段階を踏まなければなりません。そこで DO-IT期間中に勉強した「スケジュール管理」を活用しています。マインドマップを作成し、近藤先生に教えてもらった通り、やっています。 今のところその計画は、壁にぶち当たりストップしていますが、壁に穴をあけるドリルも見つかりそうなので近いうちに実行に移したいと思っています。

 DO-ITの一次選考を通過し、面接を受けるにあたってどんな方が来られるのだろう？といろいろ考えていました。当日、まさか近藤先生が来るとは思わず、びっくりしました。そして、面接がはじまったのですが、いろいろとアドバイスをしてくださりました。そのアドバイス一つ一つが理に適っていて、近藤先生は今後の教育の未来を見据えている先生だなぁと思いました。そして先生は数々のお説教もしてくださいました。面白いことに、先生の言ってるお説教は面白くて、すごい心に響くお説教でした。慣れるまでは怖いと思いますが、慣れればすごい先生だとすぐにわかると思います。たぶん来年度も募集があり、面接があると思います。そのときは、近藤先生のプレッシャーに負けず、頑張ってください。意地悪な質問をされたりはしませんし、別に怖い先生ではありません(人それぞれ感じ方は違いますので怖くないということを保障するわけではありません。多少怖いですが)。 

 何かいろいろ吹っ切れた気がします。ここで出会った仲間といろいろ議論して見えてきたものも大きいですし、いろんな人から学んだことも大きいと思います。DO-IT のノウハウも共有して いきたいと思います。そして自信が付きました。障害についてカミングアウトする自信、一人旅をする自信、一歩前進する自信、さまざまな自信がこのDO-ITの期間中に身につきました。その自信が、今後僕にどう働くかはわかりません。でも将来の糧にはなったことでしょう。

 DO-IT を通じて学んだことは僕の一生の宝ですし、今後の活躍していく場できっと役に立つと思 います。このDO-ITプログラムのスタッフさんやチューターさんから学んだことはとても大 きかったです。ありがとうございました。
保護者より
毎年応募をくり返しながら、昨年度は発表を見に一人で行くと言って京都から品川まで新幹線に乗り、都内は私の友人にアテンドを御願いしてプログラムを実際に見てきた事で参加意欲が更に高まっていました。
 読み書き数学障害を中心に、味覚、嗅覚、空間、音など過敏性が多少あり、同時作業や手順を考えての行動が難しく、芸術や音楽、運動については、楽しむ事はできてもうまくは出来ず、能力の低い自分が嫌だったりする昨今、ガンプラやレゴが中学生になってやってみたら出来るようになっており、自分は人と成長タイミングが違うだけで練習とかではなく後々できるようになるものもあるんだと気づき、前向きに何かを取り組めそうだなと思っていた矢先に、採用通知を頂き、やりたい授業などがないと不登校、参加しない子が、本当にワクワクしながら毎週のSkypeを心待ちにしていました。合宿準備は自分でやる事が参加ルールだからと宣言し、全て自分で準備して参加しました。
 MS社に行ったよ、支援機器がすごかった、障害者差別禁止の法律ができたから合理的配慮を受けられるんだと話してくれ、障害者差別に自ら立ち向かう気持ちや正当性を主張する方法を学んできた自信が見受けられました。僕はディスレクシアの子が教育を受ける支援をするNPO活動をやっぱりやりたい。自分が困った事を後輩達は困らないようにしてあげたい。困っている時は助けてあげたい。どう自分が進路を決めるべきか、何を今頑張っておくべきかを考えるようになりました。
30ページ ジュニアスカラー（2名掲載）、アコモデーションコース受講生（3名掲載）
【ジュニアスカラー】
徳永哲 東京都／中学3年
仕事の仕方は多様で、オフィスでするイメージに囚われてはいけないと感じた。中3で受験勉強に追われていたが、参加できて本当によかった。受験中心で狭い考え方になりがちだったけれど、もっと広く社会や仕事のことを考えられた。発達障害の人だけでなくいろいろな障害 の人とも交流したい。
鈴木群青 茨城県／中学1年
僕が今年思ったのは自己主張するだけでなく、自分でソフト、アプリ、 iPad、PC などをフル活用し、自分なりにあらゆる物を正規の使い方だけではなく視点を変えた使い道を見つける事でより向上すると思いました。もっと自分自身で支援機器について考える余地があると思いました。来年にはツールを作りたい意欲がプログラム通して湧いてきました。 

【アコモデーションコース受講生】
酒井彩華
一つ目は、自分を表現することに対しての罪悪感がなくなっていました。今までは、自分の発言なんかしても意味がないと思ってることのほうが多かったと思いますが、面接やDO-ITの先生方とのメールのやり取りなどで自分の表現力を高めることが出来、罪悪感がなくなり今回の夏のプログラムでは、自分の聞きたいことや提案など出来ました。二つ目は、いろんなことを振り返ることが出来るようになりました。それにより、自分ができるようになったことの三つ目、「自分は何がしたいか」をよく考えることが出来ました。もっともっと当事者や、研究者、当事者の親、障害を持っていない人たちに関わりたいと強く思いました。障害者になって自分はかわいそうと思う気持ちで生きているということを知ってもらいたいです。これが今一番強く思っていることです。
横井俊介
僕は自分が障害があると知っています。でもどこまでが障害なのかがよくわからないんです。クラスのみんなができることができないと全部障害のせいにしてしまいます。僕は障害があっても障害がなくても同じだと思います。色んな人がいてもいいんだと思わせてくれました。僕の夢はロボットを作ることだから絶対やりたいです。
立石大伸
勉強以外でも「これから学校を卒業して生きていく上で必要なスキルを学びたい」と強く思いました。また、スカラーや先輩を見て、「自分も社会の第一線で活躍したい」と少しですが自分の将来の軸が思い浮かびました。
31ページ 秋季プログラム
【リード文】
共催企業である富士通株式会社のOffice「HUB-YU」を訪問。社員さんと一緒に、やるべきことを目標に向かって適切に進め、結果として日々のストレスを減らしていくためのワークショップを行いました。約束や記録したいことを楽にスムーズに管理する、また、どこから手をつけていいかわからないやるべきことを効果的に把握し、処理する方法を学びました。

【秋季プログラムスケジュール】
2016年9月10日（土） 13時から17時
会場：六本木HUB-YU
13時：オリエンテーションと自己紹介、プリプログラムと事前課題の確認
14時：やるべきことを把握し実行する1：やるべきことの項目を大まかにわける
15時：やるべきことを把握し実行する2：プロジェクトを考える、やらないことを整理する
17時：クロージング
【秋季プログラムを終えて】スカラー感想2名掲載
〈13スカラー〉河高素子／東京都
自分の予定を管理する。自分の行動を客観視する。その大切さを知りました。課題のひとつに「3週間先までの詳細な予定を立てることと、それが実行できたかも含めて、2週間、自分の行動記録をつける」というものがありました。「3週間先とか突発的な予定が入るから組めないでしょ。」と思っていたのですが、いざ組んでみると突発的な予定より大事であろう予定が入っていたりして、予定を立ててなかったらダブルブッキングさせてしまったかもしれない。と感じました。行動記録のほうは、立てた予定通りに進みませんでした。てきぱきやるぞ！と思って立てた予定通りには進まず、自分の疲労と、新学期に適応するのに時間がかかったことなどで予定と全然違う記録がついていきました。また、マインドマップを使ってやるべきこと。やりたいことを可視化し、それをやることリストに入れていく。というやり方は、活動を同時進行するやりかたを教えてもらったと思っています。同時に1つのことしかできない、ではなく、同時にいくつかのタスクを実行状態にすることで効率的に生きていける。と思いました。
〈15スカラー〉本名貴喜／東京都
やりたいことを書き出すことにしてもそんなに出なかった。あるはずなのに出ないということは、無意識に多数のことを抱え込んでいるのだろうと思えた。これはよくないだろうと気づけたのは幸運だった。数週間分の自分の行動を書き記してみると忙しいと思っていたが意外と謎の空白の時間があることが判明した。何をしていたのかは不明だがほかのことに代用可能な時間帯なのだろう。それらを踏まえたうえで今後の予定を立ててみるのは、なかなか面白いことだった。メインプログラムでの、概念マッピングが面白かった。自分のやることなどをいろいろな分類にまとめていくとすっきりと頭の中の者が見やすくなった。普段自分が自分自身についての分類や処理を考えずに生きてきことが分かったが、もったいないような気がした。自分のすべきことなどが分かれば物事の遂行する際に二重に有利になることを知れた。
32ページ オンラインミーティング・ギャザリング
【リード文】
DO-ITの「I」は「Internetworking」の「I」です。全国からスカラーは参加しているため、お互いに遠く離れています。日頃、彼らはインターネット上で交流しています。悩みや困りごとの相談、近況報告、情報提供、ディスカッションなど、さまざまな目的でインターネットを活用しています。

【メーリングリスト】
ネット上のコミュニケーションの中心となっているのは、メーリングリストです。DO-IT Japanに関わる参加者全員が登録しているものや、スカラーだけが参加するもの、保護者だけが参加するものなど、いくつかのメーリングリストが作られ、コミュニケーションが行われています。DO-IT Japanのスタッフや「アドバイザー」と呼ばれる障害のある人々の支援の専門家も参加しており、時に応じてアドバイスや相談を行っています。

【オンライン・ミーティング】
オンライン・ミーティングは、月に1度を目安に行われています。その時々でスカラーから提案されたトピックを中心に、オンライン会議システムを使い、ミーティングが行われています。企画のとりまとめや日程調整、司会とファシリテーションは、スカラーが行うため、リーダーシップについての良い機会ともなっています。参加するスカラーの中には、文字が見えなかったり、音声が聞こえなかったり、タイピングが打つのが難しかったり、誰が話しているかわからなかったりするなど、それぞれの困難があります。一緒に円滑にディスカッションするには、どんな準備や配慮が必要でしょうか。自分自身や参加する他のスカラーたちのことを考える機会は、多様性（ダイバーシティ）を身近に考える良い機会となっています。
ミーティング内容の例：
アルバイトのリアル事情、理想の自分とリアルな自分をみる、おすすめテクノロジー活用方法シェア、大学の勉強ってどんな感じ？、障害との付き合い方・向き合い方、ストレスと対処法、障害あるある大辞典、友達ってどんな存在？、バリアを語る！、予期しない出来事がおきたらどうしている？、恋愛観を語る、一人暮らしのリアル事情、学校への交渉術、休日の過ごし方、気持ちを回復させる方法・保つ方法、将来の目標・夢を語ろう、上手な体調管理の仕方を語る など
【ギャザリング】
インターネット上だけではなく、実際に顔を合わせて行う茶話会を、季節に一度程度開催しています。主に東大先端研を会場とした茶話会ですが、遠方であったり、入院や移動の困難のために参加が難しい人のためには、ビデオ会議システムを使って遠隔からその場に参加できる工夫を行っています。
33ページ 海外研修、TOMODACHIプログラムでインターンシップ
【海外研修 リード文】
DO-IT Japan では、文化やライフスタイルを含めた海外の多様な価値観や社会制度などを実際に体感する経験を得るため、海外研修プログラムを行っています。アメリカのサンディエゴを訪問し、アクセシビリティ調査を実施しました。また、国際的なテクノロジーカンファレンス「CSUN」に参加し、様々なテクノロジーを体験しました。DO-ITブースでは、アメリカのDO-ITスカラーたちに会うことができました。

【スケジュール】
3月24日：CSUNカンファレンスに参加
25日、26日：アクセシビリティ調査（市街、公共交通機関）
28日：帰国
【参加者】
〈11スカラー〉横山羽依／大学生
【TOMODACHIプログラム リード文】
TOMODACHI障がい当事者リーダー育成米国研修プログラムに、スカラーの粟井優衣さんが研修生として選ばれました。この報告書の執筆時点で、まさに米国での研修を行っている最中です。

（TOMODACHI 障がい当事者リーダー育成米国研修プログラム） 

障がいのある日本の若者達が次世代を担うリーダーとして活躍する為に、リーダーシップおよびアドボカシー能力の向上を目的に、米国マサチューセッツ州ボストンにて行われる5ヶ月間にわたる集中研修プログラムです。このプログラムは、東京の在日米国大使館と公益財団法人米日カウンシルが主導するTOMODACHIイニシアチブが、ノースロップ・グラマンの支援により実現しました。マサチューセッツ州立大学ボストン校地域インクルージョン研究所(ICI) が運営・実施をしています。

(http://www.communityinclusion.org/tomodachi-jp/)
【参加スカラー】
〈10スカラー〉粟井優衣／大学生
【コメント】
私はDO-ITで学んできた”Self-advocacy”がどうやったらもっと若い障害者たちに広まるのだろうということに疑問をもち、ボストンに来ました。ノースイースタン大学Disability Resource Centerで、Co-opという長期インターンシッププログラムにおいて、障害をもつ学生がキャリア形成の中で直面する困難に対して行われているサポートについて、インタビューをしながら調査しています。ここで学んだのは、障害の開示やセルフアドボカシーは、必要不可欠なスキルでありながら、多くの練習や経験の中で身につくもので、そのためにはインターンなどの機会が障害のある人にも広く開かれていることと、個別のサポートが必要だということです。また、初めての海外生活の中で自分の文化を相対的に見返すことも学びの一つとなっています。人種のサラダボウルの中では障害者も数あるマイノリティーの一つであって、自分の権利を一人一人が知り、自分のニーズは自分で声を上げるという考え方に日々接しています。
34ページ・35ページ （3） PALプログラム
【リード文】
多様な障害を原因として、学びの困難を抱える小・中学生とその保護者、高校生・高卒者、大学生、大学院生（本人）であれば、誰でも登録することができるプログラムです。テクノロジーを活用した学びの保障について学ぶ機会を、できる限り多くの困難を抱える学生に届けることを目的としたアウトリーチ・プログラムです。今年は、月1回配信するマガジンを発行し、入試やテクノロジーを活用した学び方の事例や、DO-IT Japanに多く寄せられる問い合わせ、支援機器の活用方法や参加が可能な講演等の情報をお届けいたしました。また、夏季プログラムの一部にて、保護者向けセミナーと学生向けのセミナーを開催しました。
【登録方法】
登録はDO-IT Japanウェブサイトより常時行っております。インターネット上で登録できます。
URL:http://doit-japan.org/

【登録者内訳（2016年11月現在）】
PALプログラムの参加人数は1467名となり、全国からの登録がありました。その他、アメリカやインドなどの海外からも登録がありました。
・学年内訳（人） グラフ
小学1年：104
小学2年：169
小学3年：204
小学4年：206
小学5年：207
小学6年：199
中学1年：116
中学2年：96
中学3年：81
高校1年：31
高校2年：14
高校3年：10
高卒：6
大学生：9
大学院生：3
その他：12
・所属内訳（人）グラフ
通常学級（通級指導あり）：434
通常学級（通級指導なし）：597
特越支援学級：346
特別支援学校：60
高卒：6
大学：9
大学院生：3
その他：12
・障害内訳
発達障害（LD、ADHD、自閉症スペクトラム障害）、視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体不自由、言語障害、内部障害、その他
【PAL向けセミナー】2016年8月10日／夏季プログラム内にて
・セミナー「障害のある子どもへの合理的配慮とは」
近藤武夫・河野俊寛・新谷清香（DO-ITスタッフ）
小学生の保護者を対象として、障害のある子どもの合理的配慮を保護者と してどうアドボケイトするかをテーマとしてセミナーを行いました。

・ICT セミナー 「テクノロジーを使って楽に学ぼう!」

平林ルミ・村田美和・渡辺崇史(DO-IT スタッフ)

中学生以上のご本人の参加を推奨したセミナー。保護者の方や小学生の 方もたくさん参加いただきました。DO-IT のスカラーたちがよく使用している勉強に便利なテクノロジーの使い方を紹介しました。

【PAL向けメールマガジン】
月末に1回、学習を支援するテクノロジーの利用方法、配慮事例、DO-IT Japanによく寄せられる質問事項と回答、イベント参加などに関するメールマガジンを発行しています。2014年に開始した小学生とその保護者を対象としたKidsプログラムから配信を開始。2015年11月20日現在では、計12回の配信をいたしました。DO-ITはこれからも多様性に開かれた社会のあり方について、皆様と共に情報発信を続けていきたいと思います。

《トピック》（一部抜粋）
・学習を支援するテクノロジーの利用方法
書くこと：音声録音、写真記録、テキストメモ（キーボード入力、音声入力、手書き入力）、アイデアマッピング、スキャニング

読むこと：音声読み上げ機能、見た目の変更（拡大・縮小、必要のない部分を隠す、見た目の変更、背景色の変更
聞くこと：ノイズキャンセリングヘッドフォン、FM補聴器

・配慮事例
高校入試で、キーボードを利用して受験した書字障害のある生徒
国立大学工学部に入学した、肢体不自由のある学生の試験の配慮の流れ
読み書きに困難がある生徒が大学に入学するまで
通常級でパソコンを利用して学んでいる書字障害のある中学生
通常級でパソコンを持ち込み、教科書の電子データを利用して学んでいる読み書き障害のある高校生
・DO-IT Japanによく寄せられる質問事項と回答

学校へのタブレット導入に向けて
アプリケーションの選び方
大学入試センター試験における受験上の配慮の求め方
学校における身体介助の相談や準備について
読み書きのアセスメントについて
DO-IT Japanの各プログラムの活動内容について

・セミナー情報
DO-IT Japanの公開イベント
その他イベント案内
その他各種お知らせやコラムをお届けしています。
36ページ （4） Schoolプログラム
【リード文】
2014年にスタートしたSchoolプログラムは、障害のある児童生徒・学生たちの社会参加を支援・促進する活動をDO-IT Japan協力企業の方々と拡げていくために始動しました。DO-IT School プログラムは、障害のある児童生徒が適切な環境で学ぶための合理的配慮（環境調整）を行うことができる地域での教育支援体制作りに貢献することを目指し、学校に対してテクノロジー製品と、障害のある児童生徒の支援につながるノウハウをセットにして提供し、児童生徒・学生の周囲の環境に働きかけを行いました。現在までに行ってきたDO-IT Schoolプログラムを以下に示します。

【これまでの実績】
・ディスレクシアプログラム（2013年度）

読み書きが苦手な子どもたちの学習を支援する具体的方策を示し、彼らが学習のスタートラインに立てるようにするためにプログラムがスタートしました。こののプロジェクトでは、タブレット型パソコンであるMicrosoft Surface Proが導入されました。画面にタッチする、キーボードを使って文字を入力する、ペンで画面に直接文字を書いて文字認識させるなど、複数のインターフェースがあるため、それぞれの子どもや場面にあった入力方法が試行・実践されました。また、同時に複数のアプリを開いて作業ができるため、多くの情報を処理・整理する作業も実践されました。特別なアプリでなく、先生が使い慣れたワープロソフトMicrosoft Wordでも、読むことや書くことが苦手な子どもを支援する実践も行われました。

【協力校】
小学校5校

・OAKプログラム（2013年度〜2014年度）

肢体不自由などの理由により、通常の方法では能動的活動や意思表出が難しい小中学生を対象にする実証研究プログラムです。東京大学先端科学技術研究センターが主体となり、日本マイクロソフト株式会社がソフトウェア等の提供、株式会社東芝がハードウェア等の提供を行い、合同で実施しました。教員（指導者）の方から指導計画を含めた応募を受け付け、採択させていただいた研究に、Windows 8 PC、Kinect for Windows、OAK（Observation and Access with Kinect）と、それらを利用するためのノウハウを提供し、日々の学習や生活に活用する実証研究の実施が行われました。
【研究協力校】
特別支援学校4校

・アクセシブルテストプログラム（2014年度）

日々の学習はもちろん、テストにおいてもICTを活用することで、困難を補い、本質的な学びを実現させることを目指すため、東京大学先端科学技術研究センターが主体となり、日本マイクロソフト株式会社がソフトウェア等の提供、株式会社東芝がハードウェア等の提供を行い、合同で実施しました。教員（指導者）の方から指導計画を含めた応募を受け付け、採択させていただいた研究に、最新のWindows 8タブレットやツール、タブレットを使って学習やテストをするためのノウハウを提供し、日々の学習やテストで活用する実証研究が行われました。

【研究協力校】
（計12校）

小学校7校

特別支援学校4校

中学校1校
37ページ 共催・協力企業の紹介
【リード文】
DO-IT Japanの運営は、設立初期から継続的に連携している共催企業3社を中心として、多くの企業との産学連携により支えられています。2016年度の協力・協会企業をご紹介します。

【共催】
・ソフトバンクグループ （株式会社エデュアス、ソフトバンク株式会社）
音読や書字が苦手な子どもたちが、紙や鉛筆での読み書きの代替手段として使える、使いやすいテクノロジーが必要です。 今回、タブレット端末をご提供いただきました。PAL向けセミナーでは、話題提供をいただきました。また、夏季プログラム中のスタッフ間の円滑なやり取りのため、携帯電話もお貸しいただきました。

・日本マイクロソフト株式会社
利便性の高いソフトウェアは、自分のやりたいことを実行する際の良きパートナーとなってくれます。品川本社を夏季プログラムの研修会場としてご提供いただき、学習に役立つ「Microsoft Office」の活用方法などを皆で学びました。また、最新のテクノロジーについてのお話、日本マイクロソフト株式会社の技術開発の歴史の講義をしていただきました。
・富士通株式会社
便利なソフトウェアを最大限に活用するためには、パフォーマンスの高いパソコンの存在は欠かせません。今回、最新のノートパソコンをご提供いただきました。また、聴覚に障害がある人には、会議や打ち合わせで話された音声を情報保障する必要があります。テキストに自動変換してリアルタイムに情報を共有できるソフトウェア「LiveTalk」をお借りしました。また、秋季プログラムでは六本木の会場を研修会場としてご提供いただきました。

【特別協力】
・全日本空輸株式会社
全国から東京へ集まるスカラーの中には、金銭的な負担のために参加を躊躇する学生もいます。 そこで、誰もが参加できるよう移動に関する費用を提供頂きました。また、チケットの予約 や広い空港内を自由に移動するためには、どのような依頼をしたら良いのか?自分で考えて伝える経験をさせて頂きました。

【協力】
・イースト株式会社
印刷物を読むことに困難がある生徒が、紙面の情報を得るためには、印刷物のテキストデータを利用し、パソコンの読み上げ機能を活用することになります。今回、「WordTalker」(音声読み上げ Word アドイン)をご提供いただきました。
・一般社団法人世界ゆるスポーツ協会
年齢・性別・運動神経・障害に関わらず、だれもが楽しめる新スポーツを提供して頂きました。勝ったらうれしい、負けても楽しいという多様な楽しみ方の中で，平等と公正ってなんだろうと考える気づきのあるスポーツでした。
・NPO法人 サイエンス・アクセシビリティ・ネット
文字を読むことに困難がある学生にとって、テキストを読み上げてくれる支援が必要です。日本語や英語に加え、数式を読むことも必要です。今回、複雑な数式も読み上げてくれる「ChattyInfty」を貸与いただきました。
・沖電気工業株式会社
毎年増える参加者へ印刷物を用意する必要がある夏季プログラムでは、印刷スピードとクオリティを兼ね備えた高性能なプリンターが必須です。今回、プリンターを複数台ご貸与いただき、配布資料や講演等の案内図の印刷用に使用させていただきました。
・オリンパス株式会社
大事な情報をメモするとき、書字に困難さがあったり、記憶することに困難さがあると、確実に情報を確保することができません。しかし、ICレコーダーを使えば、ボタン1つ押すだけで録音することができ、様々な困難がある人も確実に情報を記録することができます。昨年度に引き続き、ICレコーダーを貸与いただきました。
・株式会社京王プラザホテル
地元を離れて新しい場所で生活を体験する夏季プログラムは、スカラーにとってはワクワクとドキドキが入り交じる経験です。今回、スイートルームを含むユニバーサルルームの宿泊プランをご提供いただきました。
・株式会社トヨタレンタリース東京
体温調整が難しい人や体調に変化が起こりやすい人にとって、夏の暑い時期にスムーズな移動方法を考えることはとても重要です。今回、リフト付き車両を複数台お貸しいただきました。スカラーが自ら移動方法を選択したり、リフト付き車両の持つサポート機能を知る機会になりました。
・フォナック・ジャパン株式会社
ざわついた環境で先生の声など、特定の人の声を聞き分けなくてはいけないとき、大きな負担を感じる学生もいます。マイクでひろった先生の声を直接耳元で聞ける受信機や、教室の後ろでもクリアに聞こえるスピーカーを、スカラーに使わせていただきました。
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【リード文】
DO-IT Japanは、障害や病気のある小中高校生・大学生の高等教育への進学とその後の就労への移行支援を通じ、未来のリーダーを育てることをミッションとしています。2007年度に開始され、障害のある学生にテクノロジーを提供し、必要な配慮を得た上で高等教育へ進学することを支援してきました。今年もスカラープログラムでは、夏季プログラムに全てのスカラーが集まりました。自信に満ちた表情でそれぞれの地元へ帰っていき、それぞれのチャレンジを続けています。今年は、次の10年を見据える区切りの年となりました。
【DO-IT Japanの10年の活動】
毎年のことですが、スカラーたちは、プログラムを運営している私たちが驚くほど、学ぶことに貪欲です。普段特別だと呼ばれるテクノロジーをフルに活用し、普段学校では学ばないことを学び、これまで語ってこなかったことを語り合う。いくつも失敗や混乱を経験しながら、それすらも学びに変えていく様子がいつもまぶしく映ります。
ただいつもと違っていたのは，今年が10年目の夏を迎えたことです。夏季プログラムの最終日に開催した公開シンポジウムには，東京大学の安田講堂に700名の方々が集まってくださり，とても賑やかに10年目を迎えることができました。前半ではスカラーたちが登壇し、DO-IT Japanのこれまでの取り組みについてトークセッションを行いました。活動を支えてくださった共催企業や協力企業の方々、授業やセミナーに講師として参加してくださった方々、スタッフやチューターとして支えてくれた人々、米国DO-ITのディレクター，シェリル・バーグスターラー(Sheryl Burgstahler)博士などからのメッセージも寄せられ、夢を追うために学びを深めること、柔軟であること、受けた支援を返し未来の人たちへつなげていくことへの大切さが語られました。後半で議論されたのは「新しい価値」です。障害のある子どもたち自身が、配慮を受けることを超えて、そこから先の社会にどのような独自の価値を生み出していくのか。決められた価値観ではなく、自分たちが考える価値とは何なのか。障害という切り口から、世界を見つめ、そこにある問題をどのように解決していくのか。を議論する時間となりました。
【DO-IT Japanの未来の展望】
DO-IT Japanは、これまで「学ぶ権利を得ること」を当たり前にするために、スカラーたちとともに取り組みを行ってきました。そしてこれまでになかった、いくつもの前例を積み重ねてきました。

社会では、国連の「障害者の権利に関する条約」の締結に向けた国内法制度の整備の一環として、全ての国民が、障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現に向け、障害を理由とする差別の解消を推進することを目的として、2013年6月「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（いわゆる「障害者差別解消法」）が制定され、2016年4月1日から施行されました。高等教育についても、全国の大学が連合して、障害のある学生の支援を進めていくことについて協議する「全国高等教育障害学生支援協議会（AHEAD JAPAN）」が組織され、大規模な大学ではなくても、障害のある学生を支援する担当の部署または担当者が置かれ始める時代になってきました。また、オリンピック・パラリンピックでの障害者スポーツへの関心の高まりや、障害のある児童生徒・学生を取り巻く支援体制が育っていくニュースを耳にする機会も増えました。確実に「インクルーシブ教育システム」が日本の教育の一つの柱として、育ってきていることがわかります。
一方で、多様な背景を持つ人々が参加する社会では、強く衝突し、全く相容れない考えも存在します。近年のテロや、相模原の事件はそれらを象徴するものです。また、震災などの緊急時における障害のある人への防災や避難について、日本の大学の進学者数についても、議論や準備を行う必要があります。
次の10年のDO-ITの目的は、もっと未来に据えたいと考えます。障害のある子どもたち、そして成長した彼らは、社会に新しい価値と価値観を生むことができると信じています。価値観の広がりと方向性は誰かにあらかじめ決められるものではありません。しかし、未来に分断と排除ではなく、対話と包摂を導いてくれるだろうと期待しています。そのためにDO-IT Japanはどんなアクションや場作りを行っていくべきか。これまでの10年で明らかにしてきたように、まずは手探りですが、未来に向けて行動を積み重ね、また10年後に確かな足取りを残していきたいという思いを新たにしました。
【グラフ：アメリカと日本における全学生に対する障害学生の割合】
アメリカの障害学生：11.1％
（出展）米国教育省国立教育センター統計（2016）
日本の障害学生：0.68％

（出展）日本学生支援機構（2016）
【DO-IT Japan2016年度データ】
・スカラーの障害内訳（人） ※重複あり（グラフ）
自閉症スペクトラム障害：45
学習障害：30
ADHD：20
肢体不自由：48
聴覚障害：8
視覚障害：10
高次脳機能障害：6
内部障害：2
盲ろう：1 

・スカラーの出身地（日本地図）
秋田県、富山県を除く地域全て

・スカラーの大学進学者総数（グラフ）
年度、スカラー総数、大学進学者総数

2007年度、12、0

2008年度、23、3

2009年度、32、9

2010年度、46、20

2011年度、61、30

2012年度、74、36

2013年度、88、48

2014年度、105、58

2015年度、112、70

2016年度、125、76
（就職：19人、大学院・専門学校進学：9人）
※2016年11月現在
【DO-IT Japan への参加の流れ】
・4 月上旬頃

スカラー（中学生・高校生・高卒者・大学生）

募集発表

DO-IT Japan ウェブサイト（http://doit-japan.org/2015/）やチラシ等で募集発表します。参加希望者はウェブサイトから応募書類をダウンロードしてください。

・4 月中旬～ 5 月上旬頃

スカラー応募期間

作成した応募書類を DO-IT Japan事務局へ郵送してください。

・5 月上旬頃

第一次選考（書類選考）

応募書類に基づき、審査委員会によって参加候補者を選考します。

・5 月中旬～ 6 月上旬頃

第二次選考（面接）

第一次選考を通過した参加者と面接を行い、参加最終選考します。その後新規スカラーが決定します。
・6 月上旬頃～

参加準備オンラインミーティング

個人のニーズにあわせたパソコンやICレコーダーなどの聴きを貸与します。その後、インターネットを通じ、夏季プログラムへ参加するための準備ミーティングを行います。

・8 月上旬

夏期プログラムへの参加

・8 月中旬以降

オンラインメンタリングへの参加

年間を通じて、メールやチャットミーティングを通じて様々なテーマについて専門家に相談したり、仲間と議論したりします。
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【主催】

DO-IT Japan

東京大学先端科学技術研究センター

【共催】

ソフトバンクグループ

（株式会社エデュアス、ソフトバンク株式会社）

日本マイクロソフト株式会社

富士通株式会社

【協力】

イースト株式会社
一般社団法人世界ゆるスポーツ協会
NPO法人サイエンス・アクセシビリティ・ネット
沖電気工業株式会社

オリンパス株式会社

株式会社京王プラザホテル

株式会社トヨタレンタリース東京

フォナック・ジャパン株式会社

【後援】

厚生労働省

文部科学省

（五十音順）

【お問い合わせ】

DO-IT Japan 事務局

〒 153-8904 東京都目黒区駒場 4-6-1 東京大学先端科学技術研究センター人間支援工学分野

（電話・FAX）03-5452-5228　

（E-mail）info@doit-japan.org　　http://doit-japan.org/
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